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実
業
同
志
会
と
大
阪
貯
界

武
藤
山
治
と
平
生
塾
a
a

郎
の
関
係
を
小
心
に

J屯

口

；ま

じ

!JJ 

同リ

る
本
稿
は
武
！
仲
松
山
、
川
vど
し
ド
生
訊
一
部
と
の
父
流
を
紬
に
、
F

失
業
同
士
九
日
J
7
h
A
阪
対
存
と
の
明
日
叩
の
変
遂
げ
L

つ
い
て
考
察
「
る
も
の
で
あ

は
八
人
の
巾
i
選
者
乞
山
（
だ
い
同
！
J
U
L

は
九
二
八
」
作
の
提
，
ヤ
で
は
何
人
の
当
法
耳
に
と
ど
ま
っ
た
が

一
九
一
一

ι
此
緑
山
治
主
党
白
と
じ
て
創
設
き
れ
た
実
業
向

ιム
コ
ベ
経
斉
的
山
い
山
内
十
L

花
心
、
半
長
を
抜
く
れ
ち
心
し
て
一
九

キ
ー
あ
ス
一
ア
ノ
ン
グ

U
i
ト
セ
u
v
n
v
I
牛
義

内
閣
の
j
F
U
A

以
友
会
と
の
問
に
い
わ
ゆ
る
政
実
協
定
れ
ど
付
帯
ん
だ

国
民
同
志
会
と
改
休
校

一
品
一
一
』
解
内
見
L
L

し
か
し
次
第
に
支
持
正
大
い
九

五
尖
向
上
川
会
の
又
位
行
一
基
盤
と

ν
て、

L
V
ζ

ず
る
人
阪
山
天
安
界
の
比
苦
一
が
古
川
か
っ
と
こ
と
は
、
歩
く
f

叶
つ
れ
て
い
る
、

U

ル白

一
弘
枠
内
身
、
炉
開
E
r
力
十
場
を
梓
い
つ
大
切
岨
司
会
社
地
主
制
紡
戸
市
株
式
会
札
の
山
門
誌
で
あ
っ
た
c

一
方
、
問
何
人
仏
作
の
針
流
入
の
な
か
で
も
山
牛
弘
一
二
郎
は
、
武
蒸
し
）
i
f
玄
品
川
示
会
に
汁
一
J

ろ
夜
極
的
な
え
汀
μ
包
と
し

l'L 
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平
生
は
、
東
口
い
け
洋
株
式
会
社
山
J

務
取
締
役
と
し
て
大
阪
鋼
材
パ
I
え
店
長
を
一
九
二
h
L
h

ま
で
つ
と
め
た
F

半
半
は
米
山
L
W
工
与
務
辞

rい
刊
慨
も
甲
南
学
闘
の
経
営
に
ふ
め
に
り
つ
つ

lLく
十
人
（
以
引
界
人
工
tγ
父
流
な
似
ら
、

川
崎
I
M
船
所
の
件
廷
に
悶
P
7
し
一
九

）や

刀

」
ぶ
に
は
七
九
九
山
就
任
ナ
る
徐
々
に
悶
西
財
界
に
お
け
る
卓
み
を
増
し
て
ゆ
く
と
一
同
コ
て
と
い
で
あ
ろ
ス
ノ
。

一
ん
一
ロ
ギ
代
の
ヰ
告
は
、
そ
の
白
山
工
義
的
思
想
か
、
つ
政
治
の
也
界
ヤ
も
関
心
J
V
一桂い
J
り
川
町
円
、
場
合
に
よ
っ
て
は
政
ぽ
家
J
何
人
按

。

っ
た
戸
ふ
り
年
代
史
民
じ
て
憶
の
支
恨
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
山
菜
、
か
ら
交
流
の
あ
っ
と
啄
次
竹
郎
を
の

ぞ
け
や
は
、

。
年
代
u
人
口
過
ぎ
ま
で
で
あ
っ
た
υ

副
藤
の
政
沼
活
動
を
え
3

汁て

式
投
亡
あ
っ
p

い
つ
し
か
し
、

牛
の
武
藤
＼

き
な
く
必
る
の
と
あ
る

平
ぺ
i

と
そ
の
田
川
阿
の
防
界
人
の
一
J
訟
を
4
7
L
て
、
武
孫
台
支
持
し
た
大
阪
限
界
の
は
古
の
経
済
的
斗
山
下
義
の
潮
流
の
帰
順
な
山
ら

古
に
す
る
こ
／
＼
こ
れ
が
本
杭
の
訓
話
で
あ
る
U

ザヰ九一世吋同志ム
γ

」
の
結
成
と
十
八
阪
JY…升

の
結
成
と
武
藤
山
ム
川

ぺ
人
業
同
点
ム
バ
は

千
九
一
昨
J

四
月

一
一
円
、
ト
八
日
本
実
業
組
合
連
合
会
が
、
大
以
a

巾
本
へ
公
ム
H
4
h
h
k
n
リ
い
て
武
践
を
座
長
と
（
て

代
表
委
貝
会
大
会
や
L

問
主
一
、
そ
の
が
成
F

ピ
決
議
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
創
設
3
れ
た
と

l
－
拘
束
組
合
連
合
会
は
、

九
一
七
r
、
牛
肉
心
悶

税
引
き
ト
げ
に
反
い
や
し
て
ト
八
ヨ
本
効
簿
連
合
会
、
人
一
奴
綿
糸
商
剖
台
、
大
小
以
織
均
γ
品川知吐ん
u
h
h
と
を
母
体
〉
し
て
私
以
き
れ
ー
に
ア
、
業
組
ム
n

九
一
二
午
に
は
実
業
組
合
辿
ム
門
会
は
り
M
H
Z

刊
誌
反
対
述
動
ケ
日
出
川
町
〆
た
い
巾
’
t
A
現
中
川
「
、

f

－一

信

7γ
～
武
リ
牒
心
イ
一
ン
ア
テ
ィ
ブ
に
ζ

つ
仁
美
ヂ
、
問
主
会
が
和
成
さ
れ
た
に

の
述
台
体
で
あ
っ
人

そ
の
政
治
的
問
凶
弾
を

i
入
業
司
示
会
の
粕
htに
は
武
藤
の
イ
一
一
、
ン
マ
フ
ィ
／
；
、
日
相
J
V
A
怯
弓
に
反
映
さ
れ
し
い
た
。
此
必
は
、

英
同
幻
急
紅
的
口
司
、
？
認
を
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ハ
悼
と
し
て
、
一
以
｛
肝
心
腐
敗
を
革
新
す
る
こ
と
古
川
好
と
し
て
い
た
さ
ら
に
、
政
抗
心
合
坤
化
と
一
定
C
什
会
政
策
に
よ
っ
て
、
潜
級

悶
下
と
社
会
不
支
の
激
化
を
ぬ
ぐ
一
」
と
も
重
安
な
け
門
標
ゼ
あ
っ
た
J

の
ー
一
同
庄
で
義

に
は
い
く
つ
か
の
叩
平
一
が
ぬ
布
｛
二
、
い
た
υ

実
業
凶
よ
川
会

ω制
散
に
は

公
取
の
利
川
と
畢
1

仇
す
る
同
家
の

保
波
及
び
辺
町
付
ん
が
均
に

亡
の
請
託
MA
び
述
助
」

の
排
斥
、
町
立
川
の
振
興
、
財
政
の
整
問
、
「
泊
切
な
る
礼
会
政
策
L

行
な
？
／
種
令
の
認
す
な
、
い
伊
織
り
込
ま
れ
亡
し
い
る
ν

武
肢
が
一
中
視
し
た
の
は
、
第
に
「
実
業
ー
の
託
識
な
駁
な
さ
職
業
政
，

m家
と
、

一
部
の
実
業
家
・
「
政
商
」

／）の記川立川
jp
－

抗
除
L
社
会
的
ヌ
公
五
を
ー
止
す
二
一
こ
で
あ
る
υ

片
時
に
、
余
竹
一
な
七
政
活
動
を
や
め
、
政
川
明
会
計
を
台
珂
化
し
て
財
政
を
登
述

L
、
資

本
を
約
約
一
G

J

る
ζ

と
も
重
要
で
あ
っ
た
り
さ
ら
に
、
「
れ
ら
に
よ
っ
て
引
業
税
J

ゼ
敗
崎
一
日
る
な
ど
、
減
税
を
は
か
り
、
反
良
心
宍
氾
を
ヘ

hJr。
ま
た
引
く
か
ら
〈
合
併
余
を
訴
え
γ

い
た
の
も
経
済
的
当
山
、
土
義
の
じ
条
か
ら
き
た
も
の

C
占
め
っ
た
。

以
下
仁

ι日
む
の
人
約
、

武
践
は
P

失
業
一
火
ご
か
政
府
党
に
川
氏
駅
FJ
る
姿
勢
を
改
山
町

L
J
U
治
的
に
誌
低
し
結
集
す
る
必
持
一
吉
井
も
え
た
U

ハ
大
阪
刻
明
作

こ
の
よ
う
dqJA磁
の
ム
下
張
に
丸
一
喝
し
た
の
が
、
太
宗
針
出
い
で
あ
っ
た
実
業
向
f
一
出
会
創
立
総
会
に
お
い
て
武
藤
が
指
名
し
に
J

ョ
一
円

長支同才、~＇とた11rnw

制
銃
、
政
策
会
則
（
U
起
草
委
員
一
り
i
人
以
十
日
戸
大
阪
財
界
の
有
力
再
で
あ
「
に
こ
と
か
、
り
も
分
別
る
｝

日
ハ
保
的
に
は
、
武
藤
が
指
さ
し
た
り
は
、
伊
藤
竹
之
助
、

井
上
徳
一
郎
、

山
院
小
斗
郎
、

内
川
徳
一
、
豊
山
久
七
、

金
棒
仁
科
、
川

j
J
r
p
T；
 

ハ
］
院
昨
日
削
十
円
、
グ
削
州

崎
肋
i
八郎、

品
津
久
右
徒
一
門
、
一
社
刊
胸
次
郎
、

日
早
ひ
ん

f

一
一
郎
、
山
入
川
町
洲
士
、
外
海
中
閥
次
郎
、

八
木
照
一
郎
、
山
な
顧
繍
太
、
川
正
膝
助
、
出
ト
ヘ
冗
之
助
、

M
U↓
へ
、
市
れ
仙
川
次
郎
、

14牒
日
治
、

／，、

島
注

｝己
主

（
士
刊
伊
一
郎
、
荒
豆
七
札
、
版
部

社
叶
乙
言
、
円
リ
j
孫
一
、
大
M

L
新
ぺ
辺
、
楠
寸
勇
一
円
、
荒
川
己
一
郎
、
市
町

L
Z
区
、

、
寸
J

郎、

の
五
九i 
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肝
心
今
吊
七
三
あ
っ
た
へ
と
れ
ら
の
人
々
心
大
半
出
、
大
阪
で
治
山
地
L
fに
い
た
有
力
針
界
人
で
お
一
二
～
J

紡
結
糸
に
m
阿
保
す
ノ
ψ

れ
済
人

が
多
’
P

っ
た
が
、

必
寸
し
？
一
oz
れ
だ
け
は
な
く
出
品
、

貿
易
な
レ
ど
で
r
U
川
出
し
て
い
介
主
宗
家
J
D
除
問
さ
れ
る
d

ト
人
仮
れ
pp
は

お

次

H
界
大
戦
を
山
梨
絞
1

／
し
て
急
茂
に
伸
び
て
い
に
J

九
二
六
』
口
一
時
点
て
、
車
京
市
（
U
i
業
主
詳
ー
両
が
同
信

一一
f

入
v
け
刀
川
強
で
あ
っ
た
り
に
対
九
大
阪
丙
の
午
、
れ
は
一
八
億
九
γ

六
百
円
eH致
L
Y

県
京
内
、
夜
お
寸
る
「
士
、
ノ
に
な
J

て
い

も
ふ
の
中
心
は
政
府
の
保
誌
に
よ
る
と
こ
ろ
が
比
較
的
少
た
い

と
あ
っ
七
u

政
府
の
保
誌
に
頼
る
こ
l
c

，心,, 

が
少
な
く
成
長
し
た
大
阪
の
経
済
界
が
武
H

膝
山
山
川
の
白
山
、
一
ト
ー
義
的
エ
張
の
共
同
仮
に
な
っ
七
乙
与
え
ら
れ
る
わ
」

L

に
だ
い
え
際
に
、
」
の
よ
う
な
武
藤
の
政
治
活
動
に
夜
怪
的
に
関
わ
っ
た
財
界
人
は

ん
怜
に
山
一
ヨ
が
批
汀
す
る
よ
う
に
武
藤
と
個
人
的
に

ツ
た
人
兵
や
紡
績
業
界
の
げ
引
治
人
を
除
い

そ

σ
ほ
か
に
あ
っ
て
、
叩
刊
主
口
減
収
M
zぜ
維
れ
て
武
蒸
の
五
張
乙
活
動
に
時
間
ノ
ム
八
時
し
に
の
が
、
心
中
」
時
京
？
爪
海
上
専
務
取
約
伐
・
p
八阪
t
え

町
長

ιあ
っ
た
平
井
で
あ
っ
た
乙

中l
年
は
武
藤
と
山
知
の
前
納
で
免
勺
心
人
が
特
に
境
L
レ
j
－
工
つ
わ
け
で
は
な
勺
ん
っ
た
〈

し
か
し
、

長
業
円
志
会
結
成
に
あ
J

三
－
の
武
伐
J

（U
主
肢
と
一
品
一
意
に
ヤ
止
は
強
レ
は
よ
八
惑
を
え
え
た
c

ー
～
業
同
点
ム
パ
結
成
の
数
日
前
従
業
組
合
川
町
符
会
L

山
出
席
し
て
平
年
は
、
武
牒
三
問
視
を
剛
山
吉
、
そ
の
熱
一
凡
さ
の
占
、
に
於
て
一
成
汁
祉
の

ト
＝

f
l
l
f

h
ザ
〆

ψ
／
i

－j
3
M
b
u
A

｝一
と
い
記
に
記
し
た
〔
平
仲
ー
は
ω枕
さ
れ
て
選
挙
と
え
住
ず
に
成
町
仰
を
行
沿
っ
、
一
と
は
で
き
な
い
u
n
c
出
説
も
わ
〉
て
い

の
戦
闘
的
な
け
ん
げ
王
者
に
共
感
ピ
党
／
切
る
と
同
時
二
、
ぇ
燃
が
刊
主
口
れ
ど
超
越
し
と
白
ら
乗
り
出
し
た
こ
と
に
感
激
し
た
心
で

と
の
ザ
匂
わJ

っ
と
J
？
K
H
聴
が
詰
U

庄
の
円
？
期
五
剖
引
に
自
極
的
な
上
円
、
に
悶
vν

て
は
、

は
芯
（
ふ
で
き
な
か
ワ
ム

－
は
、
会
荒
川
志
ム
去
り
涼
1
M

が
決
議
さ
れ
た
川
月
一
一
ヨ
の

ι一v友
達
合
会
の
L
門
会
に
山
内
）
な
か
っ
と
押
ぃ
自
主
、
民
a恥
服
の
市
動
い
反
対
す
る
こ
こ
も
川
町
ま
ず
、
か
ー

い
う
て
反
普
選
議
仁
迎
ι
？
る
三
二
本
好
ま
な
い
か
ら
に
あ
る
と
1

ぶ
lyい
る
十
宇
は
、
武
藤
は
普
通
奈
川
六
十
を
危
険
巴
却

か
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h
d
L
て
い
る
k
う
ど
日
、

む
分
は
普
通
夜
、
ヤ
乞
過
激
田
山
保
守
予
防
す
る
唯
一

む
」
ニ
ド
叫
し

r

い
7
9
J

のバ友人工
t
ぺ
と
み
な
し
て
’
お
じ
て
い
る
、

し
か
し
こ
の
f
Hも
、
宝
、
立
弔
問
r
ゃん以’
V
A
H
E
反
対
一
昨
絞
利
し
ー
と
し
て
、
川
ド
サ
ー
は
そ
れ
は
と
こ
だ
わ
ら
必
か
っ

共
感
を
寄
せ
る
ギ
井
を
え
藤
、
ら
協
h
A
者
と
し
て
丸
て
に
｛
二
、
い
た
U
1
1
日u
牒
か
ら
測
近
の
一
人
千
束
二
郎
♂
抱
吉
信
（
札
一
一
二
ム
六
月

九
ヨ
）
で
は
、
大
阪
で
は
、
財
政
、
｛
日
J
品
、
会
員
募
集
に
つ
い
て
極
々
協
議
す
る
協
議
員
こ
し
て
本
部

川
十
四

R

（
散
、
藤
本
ビ

－wブ
ロ
ー
カ
マ
ー
銀
行
会
一
文
）
、

出
司
一
乙
十
川
、
山
中
、
洋
い
刈
績
件
s
A
ム口
k
l
w
務）

ur
！
と
り
あ
え
ず
如
、
む
よ
ょ
に
お
一
小
、
三
し
い

%
除
、
鈴
紡
常
務
の
長
出
兵
が
、
武
H

膝
氏
の
他
者
乙
し
て
平
牛
に
ml
菜
、
資
金
募
佐
木
の
機
関
「
〆
て
尽
力
す
J

る
ご
ノ
年
求
め
に
求

た
ラ
こ
れ
に
対
L
て
、
山
生
は
m
T
f
J
j同
j

閣
の
粍
告
を
放
棄
す
る
戸
、
と
は
じ
き
白
い
；
hI
＼
日
早
一
淫
訪
に
は
ん
々
で
ほ
抽
い
心
ず
る
〉
一
約
束
t
u

一ん

ま
に
平
キ
は
武
藤
と
、
と
も
に
実
業
同
志
会
談
げ
を
官
業
家
に
説
明
九
二
三
肝
泌
を
行
う
、
ア
乙
も
あ
っ
た
U

友
人
小
泉
緩
和
を
↓
元
業
同
志
会

の
ー
～
め
に
委
門
H
t
しブ！

4
～
隠
す
る
戸
｝

し
か
し
、
大
業
家
の
仰
に
支
持
吉
広
げ
て
ゆ
く
に
は
障
害
が
十
へ
き
か
っ
た
し
ま
ず
い
半
パ
ー
に
よ
ー
れ
ば
、
東
京
刀
対
岸
主
夢
中
九
日
h

武
成
心
J

山川

九
万
切
に
冷
淡
で
ゐ
ハ
た
〈
特
に
川
本
業
恒
い
楽
部
の
派
、
一

4m
業
者
の
民
放
混
と
も
い
二
つ
べ
き
一
派

で
？
の
ξ
相
同

（一寸叫！ノん助）、

大
橋

～
叶
州

f
h
郎）、

以
は
武
藤
心
淫
効
主
人
ド
ト
笑
し
て
辺
、
ぇ
、
運
劫
u
山
九
て
ん
い
を
値
引
す
J

巾
帥
川

長支同才、~＇とた11rnw

見
る
と
抑
序
す
る
気
犯
を
見
せ
た
〔
武
勝
一
を
招
い
て
非
泊
予
吠
よ
》
っ
と
オ
ノ
る
者
に
は
Z
れ
を
撤
阿
さ
せ
、
佐
々
の
TU
筈
逆
効
を
に
（
た

と
し
半
牛
は
記
し
て
い
る
つ
「
引
界
F
手
人

（
り
和
医

郷
、
り
は

ま
主
に
ぷ
朕
が
非
難
し
こ
政
的
と
紅
託
「
る
実
主
家
の
代
表
f
、
、
彼

の
活
動
を
危
険
杭
し
た
の
は
当
い
わ
で
あ
っ
コ
か
も
し
れ
な
し

ま
？
に
～
出
動
の
混
じ
叫
九
賛
成
、

ノ
て
協
力
す
る
財
界
人
は
多
く
は
な
か
っ
た
c

井
坂
手
松
沢
商
業
会
議
所
会
頭
ー
も
、
内
九
阜
の

時
間
界
人
の
集
ま
り
の
口
で
、
武
藤
の
土
張
に
は
持
、
三
百
を
料
た
も
の
が
多
レ
が
」
刈
が
成
み
す
る
か
ど
う
か
は
ー
人
知
数
な
の
で

mMに

投
い
ず
る
h

一
こ
は
一
二
九
4
L

な
い
と
け
恥
ら
し
て
い

以
生
は
、

H
M
1
阿
佐
流
心
人
が
多
い
が
、

日
ら
動
か
な
け
れ
ば
付
事
も
ト
品
川
L
仕
い
t 札事

Ul<J<、it・'?iお：.21 13ci ;.,-9 c初出.nJ



英
、
い
亡
、

ド
ド

1
一一

L

平
午
円
一
は
も
夫
奈
川
i
父
目
へ
心
公
的
な
悶
7
一
昨
制
限
さ
れ
た
。
千
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
よ
い
嶋
一
の
波
動
に
賛
成
す
る
吾
川
同
氾
心
で
弘
剃
ピ
役

ず
る
の
が
」
山
宮
固
い
（
U
K
と
い
て
の
義
務
で
み
る
の
で
向
！
合

に
T

／
一
－
ケ
つ
、
友
人
け
で
も
一
汗
銀
行
の
池
医
成
約
が
賛
同
心
、

発
起
人
に
な
る
》

川
寸
は
口
明
μ

た
が

一
一
井
家
に
支
障
が
あ
る
と
し
て
J

止
さ
せ
つ
れ
た
c

そ
こ
で
中
牛
白
身
、
一
！
買
と
と
3
0
に
資

の
早
川
れ
一
人
J
E
J
仏
語
一
受
け
よ
う
と
、
〕

LPhm
、
豆
一
佐
川
1
に
迷
片
l

乞
か
け
て
は
干
し
沢
な
い
と
考
え
て
μ
i
l
パ
の
各
訴
に
相
談
L
L
T

戸
一
れ
に
汁
L
各
務
は
実
来
刊
』
会
主
政
…
氾
ず
る
政
h
A
ムーが、

JL
；
バ
ー
と
の
関
係
か
っ
ー
字
以
海
上
tZ守
政
弘
1
1
政
治
の
庇
設
を
受
け
て
い
る

九
百
社
立
川
町
市
川
小
政
友
会
の
疋
併
に
触
れ
る
こ
と
を
陥
れ
て
取
引
を
「
γ
止
す
る
だ
ろ
う
、

ー
中
は
た
尽
を
144L
て
辛
料
を
武
藤
に
生
川
げ
γ
u

y

し
し
て
f
h

汁
志
の
語
一
地
を
述
べ
た
の
で
あ
る
υ

ん川、

L
か
し
、
十
件
ー
は
武
蕊
に
寸
ん
か
す
る
こ
」
を
あ
き
ら
め
な
か
っ
に
。
む
し
ろ
こ
り
間
程
は
、
ー
パ
ー
が
章
京
海
仁
を
川
z
b
L戒
す
る
重
安
な

契
約
百
と
包

J
t
↑
外
い
は
、
各
務
に
z
？
と
一
辺
肢
を
ポ
拍
明
い
す
る
ま
u
筒
の
中
で
概
ー
ね
次
心
よ
う
に
ヘ
献
じ
て
レ
る
（
武
藤
戸
パ
の
よ
う
な
な
心

の
な
い
入
物
、
炉
、
正
設
に
よ
り
当
一
本
が
次
第
に
危
抱
に
泌
し
ぬ
く
こ
と
を
憂
え
と
大
「
に
だ
以
内
J
I
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
す
、
戸
人
ト
ー

ま
は
わ
し
む
輸
業
、
地
件
、
利
需
に
拘
泥
し
て
将
米
む
叶
引
用
ポ
を
想
到
し
て
い
は
い
F

こ
の
ま
ま
ャ
、
は
経
済
界
ば
行
き
ぶ
ま
り
、
失
業
者

も
増
え
る

t
め
ろ
う
、
そ
う
な
れ
ば
一
手
命
思
想

培
、
え
て
ゆ
く
で
あ
ろ
、
て
こ
の
｝
は
一
一
一
一
を
附
附
し
て
臼
家
社
会

の
た
め
に
老
絞
ー
と
致
す
事
が
烹
ま
れ
た
者
J

し
て
勺
枚
。
で
あ
る
υ

し
か
し
Z

の
ふ
め
に
は
要
誇
の
臓
を
待
仲
ざ
る
を
得
な
い
の
で

来
r

一
月
ま
で
戸
市
2

務
（
山
職
J
V
ム
ト
川
し
た
い
と

他
方
、
式
川
脹
の
協
力
者
で
あ
る
八
ぷ
山
〈
一
郎
（
八
ぷ
商
ナ
ソ
ー
一
三
は
、
む
、
ゴ
勺
1

流
に
い
属
す
る
知
識
階
級
及
び

F
殺
に
白
川
ず
る
尚

γ

業
者
L

は
「
甲
山
政
を
知
り
体
験
も
L
E
い
勺
の
で
経
同
げ
〆
わ
が
争
J
L
い
と
詰
っ
て
い
る
r

八
十
九
に
」
れ
ば
会
開
ピ
な
ろ
う
と
す
る
者
、
も

二
刀
人
に
成
人
一
J
い
た
こ
の
三
こ
を
聞
い

は
、
武
藤
の
烈
告
と
努
力
立
小
山
柄
引
は
設
い
z叫
い
、
氏
の
運
肋
は
肝
心
に
よ
る
も
の

( 1：，）（六法、アl仁D¥:i・ 136) 1説• :::OOc. 11 



で
い
い
公
く
心
不
救
的
運
劫
で
あ
る
か
、
h
ど
と
「
託
し
て
い

Jl業
向
上
山
会
は
、
中
小
3
H
トムペ
T
T
Y
結
集
L
ょ
う
Y

と
し
た
と
さ
れ
る
が
、

w
T
宇
に
よ
ャ
匂
勧
誘
の
い
だ
象
は
寧
ろ
7

入
資
ギ
に
川
崎
す
る
ピ
ジ
ネ

ヌ
プ
〆
で
あ
J

た
ハ
中
f
初
は
λ
資
ギ
メ
Z
C
W
て
広
く
支
持
ょ
げ
〈
ハ
母
ろ
っ
と
し
た
の
ご
の
ろ
う
じ
式
服
や
ド
バ
ー
か
、
り
す
れ
ば
、

一
郊
の
悪
μ
常

資
氏
一
家
、
y
」
市
川
徳
政
治
家
の
川
町
託
寸
る
現
状
主
岐
阜
豆
「
る
こ
と
が
資
京
、
了
交
引
会
の
危
機
h
d
も
1
7
J
h
J
F
以
上
、
い
わ
川
の
利
害
U
T

担
、
え
て
、

元
w
武
家
」
け
つ
ど
っ
上
が
る
べ
き
で
あ
っ
L

号
、
資
八
η
的
に
も
K
一
一
の
人
叶
引
い
乞
行
え
る
支
援
v
h
E
必
茨
と
L
て
い
z人
の
で
あ
ろ
ニ
ー

第
五
司
選
挙
と
議
会
対
策
を
め
く
っ
て

＼第

ム
パ
刊
総
選
挙
J

た
業
コ
叶
話
会
の
最
初
心
選
挙
は
、

一
ん
川
年
4
月
一
心
円
施
七
の
第
五
斗
選
挙
で
あ
っ
と
り
法
浦
歪

Et寸
却
の
も
と
場
宮
山
一
派

と
リ
党
政
友
本
先
日
別
選
挙
哉
古
川
叫
つ
七
－

こ
の
選
挙
で
実
業
川
正
会
は
、

TD守
の
一
億
円
節
減
、
各
抽
仰
の
花
減
税
、
特
殊
銀
行
会
社
の
改
革
、
ぞ
」
肯
の
優
遇
な
ど
の
ス
ロ

l
ガ

ン
ユ
ル
」
川
向
け
て
戦
つ
え
υ

町
立
は
一
卜
殺
各
を

y
k姉
夫
、
せ
、

戸大
m
岬川市）、

鷲
F
円
未
太
郎

右下

川
崎
助
f
f
A

郊

（
岐
阜

武
村
牒
山
治

（
大
阪
市
二
F

山
野
村
ん

（ム

M
崎
市
二
小
林
喜
代
ぷ

問
中
諜

小
林
一
湘
じ

久
留
米
市
ゴ
森
川
金

／伸一片市）

長支同才、~＇とた11rnw

心
八
7
1ピ
当
選
さ
せ
た
勺
当
記
名
八
名
の
う
ち
、

叶
支
が
÷
川
公
以
H
円
、
大
阪
市
て
一
乞
？
A
r
L

当
選
し
に

J
7、
同
心
忌
盤
が
よ
一
阪
と
ユ
の
周
辺

却
に
あ
る
こ
と
が
選
挙
に
？
一
。
現
れ
て
い

ト
人
阪
に

K
い
て
こ
の
こ
ろ
五
実
同
忠
八
百
の
活
動
い
関
わ
っ
た
d

L

Y

は
、
出
司
、
高
津
久
む
術
門
（
十
人
阪
防
備
同
組
合
同
同
J

一、

ヘ
同
一
郎
、
一
、
長

μ久
七
、
町
内
市
、

川
崎
、
市
川
拍
嘉
一
一
郎
、
金
津
仁
竹
で
あ
っ

山パ
J
M

こ
の
選
挙
に
資
令
焦
め
の
閣
で
多
少
J

閃

ね
一
っ
て
い
る
υ

ノ＼

ι 
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一
月
は
じ
め

山I
d
J
は
武
藤
か
ら
ム
問
山
政
選
小
に
協
力
す
る
よ
う
申
抗
議
ー
ピ
一
安
行
ー
た
F

武
村
朕
に
よ
れ
は

少
な
ノ
＼
と
J

U

山yh
h
U

泣
予
で

四
ト
タ
ピ
り
」
市
民
全
選
出
汽
一
川
一
る
烹
気
込
み
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
七
、

八
戸
J
名
心
蚊
補
v告
を
た
ν
T
G
必
泌
が
あ
る
わ
一
そ
れ
に
は

ん
は
ひ
万
円
の
資
金
ψ

裂
す
る
つ

、
り
ぶ
引
か
口
一

o
h円
詩
絞
は
刷
、
え
て
き
る
が
、

ふ
（
川
一
他
は
有
志
の
厳
令
山
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
c

い
に
設
的
資
全
長
所
な
人
で
、
辺
助
に
対
し
て
白
山
口
川
吹
有
ず
る
p

化
識
p

十
円
産
の
人
か
、
け
ん
良
心
」
～
か
る
必
援
が
あ
る
が
、
武
川
膝
向
川
河
が

あ
た
る
£
間
々
の
誤
解
を
招
く
氏
れ
が
あ
る
ν

吋て」

に
そ
の
資
金
蒜
γ↑
～
の
什
雫
ur
組
ん
だ
の

E
あ
ゐ
し
こ
れ
に
村
、
亡
し
行
は

民
L

帯
円
心
努
hυ

を
惜
し
ま
な
い
戸
」
乙
！
？
打
点
し
た
半
牛
の
の
E
気
込
み
は
十
、
き
し
か
勺

f
n
利
工
業
省
は
「
政
俳

の
大
き
さ
に
、
今
や
武

十
併
の
訴
4
一
門
い
討
を
傾
け
る
も
の
が
少
な
く
な
く
、

ui小
九
同
心
部
市
に
漸
次
立
が
す
作
々
に
烹
り
、

来
る
べ
き
し
総
選
さ
に
於
い
て
や
一
ヨ

川
円
。
名
を
中
i
巡
さ
せ
る
勢
い
を
生
じ
た
U

総
選
挙
は
下
、
業
家
β

政
治
国
間
に
入
コ
て
活
上
町
す
る
こ
エ
が
一
可
能
か
こ
う
古
り
試

一
切
｝

ふγ
r
と
し
ζ

そ
の
結
果
は
五
に
豆
島
八
↑
〈
あ
る
と
お
し
て
、
る
。

ノ
＼
；
了
も
＝
、

J

も
っ
と
も
叶
l
月
は
、
そ
の
母
、
け
ん
の
は
れ
物
の
病
気
む
た
め

l
分
注
福
山
到
で
き
な
カ
コ
た
〈

L

こ
で
一
月
末
、
↑
止
ぽ
長
足
を
呼
び
出

L
C
謝
り
、
同
時
に

万
円
宇
寄
付
し

L
L

れ
立
も
ド
バ
汁
は
そ
心
品
工
川
人
か
に
い
な
山
刊
u

ど
依
頼
す
る
添
市
一
宮
し
て
い
る

た
と
え
ば
各
待
に
依
頼
し
て
一
心
刊
の
評
判
を
得
た
J

各
筏
か
ら
の
合
判
は
、
波
が
述
調
の
意
義
を
認
め
た
こ
1

興
味
漆
い
こ
J
山
、
ギ
生
は
一
石
域
別
閥
の
山
崎
久
弥
に
も
ん
出
目
亡
、
実
業
凶
よ
川
会

ω
ヶ
ム
ベ

f
ン
ア
ハ
ン
町
、
i

に
な
る
こ
と
を
依

一
期
し
て
い
る
J

し
か
し
山
崎
は
、

4
A
牒
氏
は
川
刷
、
必
の
利
引
”
は
い
人
な
の
で
成
功
す
る
伊
と
う
h
ゐ
ル
か
ア
泣
い
1
／
疑
問
中
〈
唱
し
、
政
治
百
件
一

助
に
資
金
な
山
山
す
こ
し
r
は

り
禁
ぜ
ら
れ
て
い
ゐ
の
で
、
「
仮
に
た
引
い
き
合
い
す
る
と
寸
る
も
賢
忍
の
殺
に
従
ふ
の
み
」

か
っ
す
れ
ば
、
不
昨
の

と
い
う
冷
淡
な
市
池
小
山
で
あ
っ

刊
行
情
の
へ
印
お
や
か
な
円
以
出
は
マ
p
v

怨
さ
れ
た
こ
と
の
よ
「
に
巴
、
ノ
山
る
が

述
訪
は
「
実
業
家
が
け
互
の
合
域
的
uA、
ー
の
た
め
に
政
川
に
芸
人
ず
る
も
の
と
、
財
閥
と
い
え
ど
も
そ
の
例
外
で
あ
る
べ
き
で
は
ヨ

( 1：，）（六法、アl仁D¥:i・ Eベl18ワ：：：OOc.11 



い
と
い
う
部
会
A
H
i
m－

b
丸
え

ch
れ
よ
う
な
中
し
込
み
を
し
て
み
た
の
で
の
ろ
う

な
お
、
実
業
川
ょ
ん
訂
は
か
な
り
の
金
格
選
γ
f
T行
い
、
不
慣
れ
も
あ
二
三
幹
部
ク
フ
ス
に
選
挙
途
反
の
宮
摘
告
を
山
し
新
関
紙
上

な
と
で
批
判
を
受
け
て
い

こ
れ
や
新
悶
で
知
っ
た
平
バ
ー
は
、
税
代
心
腐
敗
い
た
山
一
苧
界
て
は
や
ひ
を
刊
な
い
こ
と
で
あ
り
深
〈
「

が
め
る
べ
き
こ
》
で
は
ー
ゴ
い
と
い
う
見
解
主
記
し
て
い
る
c

む
し
ろ
式
政
氏
は
争
少
の
、

ζ

で
許
戦
す
べ
き
で
は
な
く
、
と
の
「
主
ノ
な

主主一］には
t
v
〕
亡
も
「
司
令
を
行
う
べ
き
5
あ
る
〉
考
え
て
い

山
コ
沼
蓄
の
い
紋
が
引
初
心
予
定
に
刊
か
な
か
J

日
」
こ
や
選
出
品
泣
反
に
よ
っ
J
I
よ
、

千
バ
ー
の
i
売
業
同
志
会
t

又
十
汁
は
訪
日
Q
v止
な
か
》
で
の

で
あ
る
っ
そ
の
た
め
4

牛
は
送
以
下
i

後
も
式
H

枠
の
政
治
出
動
、
町
＋
又
持
I

J

、
ま
た
削
刑
法
に
勺
ぜ
っ
た
。

平
ぺ
i

は
実
刊
す
官
後
武
藤
に
招
か
れ
、
今
後
日
一
資
九
読
辺
ん
法
に
つ
い
亡
ザ
訟
を
公
け
て
h

る
。
武
H
A

府｛九
r
ナ
れ
ば
、

同
志
八
百
の
官
伝
、

選
挙
究
明
こ
し
！
、
年
々

f
u
h
q刀
卜
L
V
一
集
め
る
、
必
裂
が
あ
る
。
そ
こ

C
、

打

。

司

と

L
て
万
人
心
会
員
を
集
め
る
と
し
に
百

人
の
世
話
人
が

人
に
つ
き
百
口
ず
っ
呼
集
す
る
義
務
官
白
戸

2
と
に

資
金

hv
前
乏
で
き
、
ま
h
t
m

川1
心
九
五
の
勢
力
JEk弘
張
で

き
る
で
L

め
ろ
h

っ
と
武
オ
燃
は
論
じ
た
η

半
l

小
も
b
も
し
ろ
し
と
し
て
パ
質
成
し
て
い
司

選
↑
手
引
粕
恥
に
沼
恒
中
小
ー
を
は
心
じ
に
武
氏
…
げ
が
、
た
戸
令
り
引
に

も
よ
り
大
根
れ
ず
な
基
盤
を
持
っ
た
以
内
旧
活
動
＼
心
引
い
F

件
、
え
を
川
市
、
素
L
始
め
て
い
丈
と
も
1
ぐ
れ
る
J

'C 
G、
寸

、ー

に一

一
派
の
務
利
を
交
け
こ
、
加
付
時
ぃ
円
引
山
い
間
以
A
K！リ
L
た
場
合
の
議
会
対
策
mv
協
議
も
行
っ
と
J

ぞ
れ

長支同才、~＇とた11rnw

具
体
的
な
財
政
経
山
政
浪
令
指
げ
て
政
府
に
足
り
、

μ
「門川市、

H
八
作
的
芯
対
応
を
I
J
き
山
川
す
1
／
い
h

J

ご
と
に
な
っ

実
際
ん
汀

悶
会
さ
れ
た
い
治
川
九
議
会
で
は
、

4
A
牒
と
渋
い
雄
Ei
十
い
岐
川
引
の
悶
で
不
情
的
九
小
川
山
政
経
出
政
協
に
悶
「
る
論
戦
が
「
技
閉
ざ
れ
ー
に
、
り
て
の
｝

丈
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政
治
更
新
連
盟
一
／

し
ト
レ
実
業
川
ょ
ん
訂
は
議
会
ゼ
し
ば
し
ば
仏

fyし
、
そ
の
政
へ
取
を
中
2

現
ド
サ
る
、
ど
」
は
凶
誰
を
怖
め
に
v

治
問
九
議
会
で
該
口
法
改
一

去
三
ま
た
、
常
業
税
廃

ι法
案
は
、
r
h

川
伏
、
帯
設
正

f
で
葬
ら
れ
た
〉

ハ
υ

Y
W〕O

 
JJ 

り／
2

羊
新
旧
同
恥
部
、

z
寸

、
k
 

誌
を
川
町
山
い
し
議
会
（
U

非
能
半
J
V
ム
川
工
ピ
弐
牒

ι
対
し
て
、

juλ
泊
三
間
ん
ム
ー
ピ
匂
写
し
ふ
と
し
と
れ
円
引
委
門
H
A
A
に
付
ふ
う
と
し
に

（け炉
μ
一円ィ叫叫

)L 

凶

月
九
開
会
、
ど
～
努
士
川
口
議
ん
去
し
も
、
起
業
同
志
会
が
提
案
、
〆
た
営
業
一
川
、
織
物
消
費
税
、
通
行
税
、
持
叩
川
一
懐
旧
f

立、

地
租
廃
止
の
決
議
案
は
審
議
ぃ
ぶ
了
二
伝
h
、
K

輪
山
山
畑
抑
制
川
の
山
川
該
宗
本
一
否
決
さ
れ
行
勺

さ
ら
に
、
綿
糸
約
人
関
税
扱
廃
問
認
を
め
ケ
コ
て
は
、
主
持
蒸
か
ハ
に
重
大
な
品
川
裂
が
入
る
い
一
と
に
仕
っ
ナ
f
o
r

時
、
綿
糸
間
同
州
制
時

述
九
日
J

古
川
氏
尚
一
o
J
Q
メ
リ
ヤ
ス
業
再
ζ

反
対
す
る
紡
け
油
業
告
の
刈
ん
げ
が
尚
一
仕
化
じ
て
い
～
。
第
j

九
ハ
ノ
議
会
で
は
、

政
1

火〈式、

定
政
会

η
与
党
♂
一
え
が
、
こ
の
間
訊
z
ぜ
こ
り
あ
げ
料
糸
減
税
撤
ム
慌
の
定
成
案
J
Y
M
J
し
て
き
に
。
綿
糸
対
税
撤
1

争
中
正
に
刻
L
て
実
業
バ
芯

会
以
、
綿
糸
紡
総
会
社
の
み
古
レ
じ
め
る
法
案
に
ゲ
ぎ
な
い
と

L
E反
対
し
心
人
。
同
法
で
は
、
結
局
責
絞
院
で
審
議
未
了
に
終
わ
っ
た

が
、
実
業
向
志
会
に
と
っ
て
は
打
撃
ル
な
っ
た
し
支
持
品
盤
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
巾
小

C
綿
織
物
裟
者
5
利
山
内
と
の
社

υ
が
露
わ
に

な
っ
た
か
ら
で
為
る
撤
廃
を
惟
叫
一
じ
た
、
土
剛
丈
九
品
川
休
日
一
つ
で
の
る
日
本
輸
出
，
メ
リ
ヤ
ス
同
業
組
合
山
県
ム
門
会
は
、
十
八
日
本
実
業
組
合

f

ゼ〈」九
H

の
到
委
長
長
と
し
て
武
藤
と
コ
ノ
V
Jど
矧
ん
で
き
た
列
得
税
次
郊
に
率
い
ら
れ
て
い
す
に

当
初
見
IW
み
ー
と
ふ
う
／
ご
い
ヒ
は
ず
の
任
官
税
撤
山
団
法
引
に
お
い
て
も
外
海
ら
と

ω亀
裂
が
友
直
化
し
て
き
で
い
に
、
計
十
！
日
業
税
心
開

開
店
二
定
の
坦
断
ナ
ゲ
ド
ム
ー
す
政
同
に
期
日
し
て
品
一
日
間
、
し

f
外
海
つ
に
い
川
し
、
あ
く
ま
で
も
〈
I
E～
を
安
水
す
る
武
藤
は
駁
し
く
批
川
円
七
加
え

T

ー、、
－
h
 此

礁
は
、
議
会
で
の
孤
立
、
ど
ん
x
J

川
切
な
、
従
お
に
よ
コ
て
説
作
亡
J
J
J
I／
与
え
九
人

方
、
少
叫
抗
野
党
に
ね
い
作
し
て
い
た
政
ぷ
本
え

も
、
出
向
鴎
椙
千
を
求
め
て
い
た
っ
特
に
ふ
い
h
u幹
お
斗
本
茂
雄
山
川
、

武
藤
の
級
以
L
2
1
h
u
m
川
崎
財
政
の
方
針
に
糾
巧
訟
を
沼
い
て
い
た
υ

そ



h

、一～ー、、

武
時
と
も
時
次
党
リ
円
と
も
帆
［
い
ド
バ
ー
に
仲
汁
役
J

古
来
1
r
J
f

上
2
7
ぶ
め
1
ぎ
て
い
え
っ

心
武

し
か
じ
山
ド
生
は
、
ー
ほ
我
独
首
』

十勝
2
他
党
と
の
税
扶
は
う
ま
く
行
か
h
h
い
だ
ろ
う
と
考
え
、
仲
介
を
民
服
、
し

は
議
会
廿
一
一
策
凶
行
き
閉
ま
っ
て
い
た
弐
藤
も
捉
慌
に
札
制
！
体
的
立
丸
け
、

一同一円兄は

政
治
更
新
連
収
」
結

礼
一
工
公
一
リ

成
の
覚
書

JFか
わ
し
た
じ

政
権
の
一
ぷ
り
パ
ペ
日
を
期
待
、
以
て
志
政
会
と
の
N
K
携
に
走
コ
た
の
で
、
石
川
と
本
記

L
P

一ヤ｝、

J

J

寸
J

之、ひ品、ードト守んみ点、

f
L
 

と
の
川
町
出
怖
は
意
味
を
ふ
手
、
こ
と
に
た
る
し

〆」ごづって、

千
牛
が
利
党
心
掛
抗
慌
に
深
人
h
す
る
こ
乙
に
除
隊
し
た
4
う
つ
の
川
崎
川
は
、
比
政
が
v
牛
の
第
一
一
石
uWな
社
介
を
前

さ
ず
、
だ
業
司
τ
会
に
本
格
的
に
7

ミ
ッ
ト
ず
る

γこ
を
ぷ
め
て
く
る
μJ一
ろ
う
」

、一
／ 

平
煮
は
、
欧
米
没
遊
校
、

ι

1

4

年
凶
口
か
ね
と
か
ら
の
望
み
歪
り
宗
京
海
i
専
務
取
締
役
を
貯
仔
）
、
広
較
的
斗
山
の
身
に

なっ
f

J

た。

L
P
L
、
中
市
ハ
J
1け
ね
折
、
パ
に
力
を
い
刊
、
で
い
た
ポ
ー
や
は
、
実
業
司
志
八
百
へ
の
全
面
的
な
コ
ミ
ソ
ー
や
避
け
よ
う
午
、
し

ア
行
財
政
W

九
日
ポ
に
院
ド
ヲ
る
決
一
一
山
系
作
成
と
第
五
議
会
）

r 

月
，－ず

,v, 
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てしい唱に
c

も
っ
す
L
J
b
武
藤
へ
の
支
援
を
や
め
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
品
川
も
客
分
前
作
や
と
し
て
霊
安
な
十
議
仁
子
っ
て
ゆ
〈
じ

}L 

実
業
同
志
会
は
、
次
の
一
選
卒
に
備
え
て
政
策
を
上
い
り
汁
ハ
ル
料
化
、
仏
系
化
オ
ノ
る
準
備
中
始
め
た
へ

長支同才、~＇とた11rnw

平
井
は
弐
藤
、
山
門

j¥ 

木

F川町
T
凶
一
郎
つ
一

刻
一
々
、
協
力
者
た
ち
と
の
会
合
に
£
戸
加
し
て
い
る
エ
こ

へ
主
丁
士
川
）

ML4 

で
、
行
政
剃
政
松
川
一
の
根
本
的
改
よ
九
に
悶
ポ
る
安
来
同
1

心
会
の
方
針
を
悶
い
i

た
っ
そ
り
卒
、
は
、

政
費
Q
f十
八
料
節
約
を
口
的
と
し
て
、

行
政
改
品
な
行
う
も
の
で
あ
っ
た
戸
ん
白
iH
山
一
続
出
合
に
よ
れ
門
校
、
外
務
、
岡
山
川
、
市
栄
、
ト
人
政
何
十
パ
ハ
ゲ
け
に
峠
河
川
〈
円
、
〆
、
ト
八
月
ソ
＼

裂
鉄
所

5
4ノ
〆
一
一
防
次
民
間
肝
心
は
に
移
「
な
ど
、
「
品
人
市
品
川
女
行
政
改
革
で
あ
っ
た
三
り
J

止
は
、
行
政
改
革
案
に
つ
い
て

随
分
忠
い
切
っ
千
人
案
に
1
v

て
知
一
相
い
な
る
政
手
も
夢
想
だ
に
ht
ざ
る
も
の
」
こ
し
て
「
惑
服
」
1

〕た
J

た
1

1

」
の
と
き
武
藤
は
L
き
れ



に
い
半
牛
C
協
万
立
希
望
し
た
の
に
片
し
て
、
一
到
底
政
界
に
於
て
馳
駆
し
現
存
心
如
ふ
さ
政
均
十
桐
千

ι
［
て
戦
ふ
心
中
人
川
と
希
望
b
y
ム叩

せ
V3屯ム臼

心
て
、
「
い
I

注
路
な
げ
戸
、
り
数
奇
心
t
け
に
よ
し
ノ
凶
一
氏
牲
の
矯
了
「
革
新
合
計
ら
ん
rAめ
全
力
を
尽
く
さ
ん
と
す
る

つ
？
も
れ
ご
あ
る

K
L
J

一
を
告
げ
仁
、
誠
治
し
と
い

所
{4 
抗
争
心 Z

'"'' 
」」

Tl 

'Jr 
5柱

、中

｛行

"' 州、
料
税
の
／、
~ 

f存

1：，）（，人法、予： ''i (.j 112) 186 ::i、QO,

月
3

ぶ
に
は
、
実
業
同
人
叫
ん
判
事
務
川
に
代
議
？
？
、
役
員
が
委
集
L
亡
～
日
百
、
決
議
ゾ
人
寸
を
計
千
説
、
1

v
牛
毛
沢
／
抗
し
た
c

そ
こ
さ
評

設
さ
れ
た
決
議
案
の
概
長
け
行
政
及
ぴ
財
政
終
盟
主
断
行
し
亡
国
告
の
大
治
似
を
苅
寸
「
！
と
、
回
右
鉄
道
の
、
ハ
帆
人
柄
ド
経
%
以
入
J
U
K

移
す

ご
ノ
」
、
関
支
震
災
h
岡
県
貨
は
一
昨
伎
に
よ
り
ど
弁
す
る
こ
乙
）
し
て
凶
民
に
長
年
に
ね
七
り
ゐ
ヘ
刀
コ
ハ
犯
さ
小
一
る
」
〉
一
、
ご
れ
ら
に
よ
り
4

わに」訓川～ふ
ιγ
…
を
義
務
教
育
授
の
国
家
内
内
「
（
犯
の
ほ
か
、

治
在
及
び
社
業
税
の
全
廃
、

砂
納
消
費
税
り
八
十
縫
、
毛
総
物
消
費
税
の
ヘ
ヱ
廃
、

ハη
録
税
及
ぴ
印
紙
税
の
引
き
h

げ
、
川
一
段
び
燈
平
税
の
引
き
N

け、

諸
税
、
引
ム
ム
政

治
的
施
設
、
判
此
透
運
賃
心
軽
減
に
振
り
向
け
る
と
し
た
n

戸
、
れ
ら
を
も
と
に
し
て
U
立
引

月
の
ず
左
京
叶
ぃ
山
ム
六

η
第
九
百
九
軍
大
会
↑
〈
L
也氏

一訳、
ν
ほ
さ
れ
て
♂
叩
ノ
＼
。

平
パ
ー
は
政
均
の
決
議
と
し
て
は
一
被
大
荒
な
ら
～

と
副
し
、
今
や
一
般
h
氏
は
未
曾
有
の
不
景
気

ι山
西
し
て
打
開
の
道
ル
昔
、
心

し
ぺ
つ
み
る
際
、
実
業
同
志
九
百
が
数
字
と
そ
の
ん
U
J
P
J一
切
一
小
し
て
ノ
山
政
川
町
政
C
整
理
を
説
け
ば
、
普
涯
に
由
ぃ
一
し
て
い
る
国
ー
況
は
必
ず

石
井
市
同
士
山
会
が
公
ド
な
る
け
、
治
の
実
訂
vど
は
け
的
に
し
て
は
仙
近
し
つ
つ
あ
る
こ
と
乞
矧
r
Q
に
ム
十
り
、
来
る
ペ

お
い
て
〕
同
会
心

政
一
浪
に
伝
窓
を
去
す
る
も
の
が
ま
出
す
る
だ
ろ
＋
T
／
～
し

I
い

ド
持
J

は
市
了
ん
立
川
町
！
心
人
民
心
同
矧
的
、
mh
政
壌
が
選
挙
民
心
支
持
を
受
け
る

で
あ
ろ
っ
と
考
え
、
将
4
4
に
コ
い
て
禁
制
的
て
の
つ
11）

一
九
ん
ハ
年

一
人
政
は
前
述
の
決
議
の
方
針
に
す
ん
い
つ
レ
て
政
附
と
論
戦
宇
一
父
わ
L
L
T

一一

H
に
閉
会
さ
れ
た
利
一
議
会
い
お
い
て
、

特
に
一
広
リ
牒
心
議
論
vp
脚
γノ
え
γ

ノ
リ
叶
び
た
の
は
、
震
災
三
J
4
v
問
山
で
政

iH寸古川取、
J
く
吃
一
生
し
た
川
町
で
あ
コ

九
ご
千
九
刊
北
日
一
の
問
点

大
反
f

九
時
決
済
が
阿
駐
に
な
っ
七
手
形
に
つ
い
て
、

政
仰
は
支
払
猶
予
令
を
F

公
布
す
る
と
と
も
に
、

日
本
銀
行
が
長
沢
一
1
形
を
再
割
引



L
h行
が
然
。
長
牛
九
に
J

刈
し
て
は
一
億
円
ど
限
度
と
し
こ
政
府
が
仙
川
信
「
る
池
町
田
を
と
コ

C
い

た

し

か

L
りて
c
d
t
こ
の

震
災
［

下三

の
決
済
は
准
～
ま
な
か
3

に

そ
こ
て
こ
の
T
k
n九
千
形
J
V
政
昨
日
開
止
な
ど
」
ょ
っ
と
救
済
す
る
た
め

も
一
人
し
一
つ
L
4
4ゆ

A

J

］

斗

J

一、Jb

E
u
q
l
h
1イ

J

Z一
kq
シ

手
形
芦
絞
処
刑
ム
出
」
、
「
震
災
手
形
損
失
補
償
ヘ
ム
倍
以
」
ど
げ
し
た
っ

」
れ
、
り
市
川
4

九
千
形
関
、
押
－
f
い
れ
見
ば
政
治
家
と
が
託
す
る

－
v収
附
L

の
法
ム
ネ
さ
あ
る
1

ぐ
の
批
判
り
を
民
間
し
、
議
ム
バ
川
汁
J

ト
ミ
反
対
官
照
会
pf
聞
い
た
ν

こ
の
ド
d
M
M
r列
［
山
政
誌
と
政

友
ぷ
廿
九
の

結
局
、
政
悩
川
は
政
記
ト
札
j
Aり
ん
の
力
十
一
的
り
て

反
発
、
ど
～
政
友
た
も
式
藤
い
同
調
し
、
設
会
は
大
民
れ
と
作
品
コ
十
一

震
災
子
形
関
連
法
案
を
遇
、
た
が
、
審
議
の
尚
一
科
三
多
数
心
会
社
の
料
、
い
｝
！
？
《
交
が
明
っ
か
に
化
り
、
金
融
恐
刊
の
引
き
ム
ゲ
で
」
な
》
で
」

斗

q
は
、
震
災
手
形
悶
述
法
奈
は
政
滑
に
よ
る
「
政
有
」
の
救
済
案
に

F
ぎ
な
い
y
し
い
ろ
ノ
武
H

肢
の
十
一
長
に
可
調
1

J

たラ

日司
dk
常戸～

ιπ
成
す
J

Q
政
f
A
4
1
2
M
Y」
PTt切
る

zr、
に
つ
い
て
武
藤
古
ら
桔
談
を
売
日
ト
ギ
ー
は
、
／
）
も
か
く
法
案
歪
退
問
J
H

に
八
玉
川
を
人
、

，
＼
ム

n
J

こ
と
小
売
で
あ
る
と
答
え
て
い

ま

代
日
以
上
千
葉
主
ら
の
日
時
服
に
出
〈
い
に
ん
州
製
刺
殺
済
案
に
は
川
で
も
へ
艮
J
J
H
吟
た

レ
と
h
w
う
伏
較
に
こ
た
え
、
末
次
に
倒
き
か

h

」れ

ιつ
い
て
は
字
、
瓜
し
末
次
ー
か
ら

γ
ぺ
の
政
一
円
を
公
け
ど
結
果
で
あ
る
己
円

μ
M
Mけ
明
日

四

「
政
究
協
定
一

と
そ
の
波
紋

長支同才、~＇とた11rnw

、
収
弟
一
六
同
選
挙
J

一
生
ぷ
ζ
川
月
和
両
院
の
F

一
口
汚
銀
行
2

弘
前
緊
急
勅
令
楽
小
什
仇
の
絞
、

L
山
間
礼
次
郎
内
闘
が
総
計
職
し
、
川
中
表
一
政
友
会
内
闘
が

八
ん
汁

i
H、
お

一
ハ
岡
崎
町
民
挙
が
行
わ
れ
た
c

こ
の
最
初
の
普
通
炭
き
に
h
L
い
て
、
一
長
女
同
志
会

小
店
烹
十
よ
旬
、
同
内
閣
の
乞
と
九

（
大
阪
年
）
、

（中間川口県i
）、

γ

業
一
郎

、L

ず
〈
目
午
、

れ
を
r
U
町
内
摘
さ
せ
な
ず
っ
、

当
述
、
以
た
の
は
、
武
藤
山
出

川
崎
助
太
郎

；立松
長
ぶ
太
郎
い
仏
井
県
）

の
凶
名
の
み
で
あ
っ
た
。
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ー
～
栄
一
同
点
ム
パ
が
勢
刀
を
後
退
さ
山
七
九
」
理
古
に
つ
い
て
、

当
時
八
木
丙
防
副
支
配
人
ー
し
し
て
実
業
同
志
会
b
y
支
殺
し
す
工
呼
ー
道
則
は
、
候

補
w
f
崎
持
、
訪
問
の
選
挙
半
島
町
内
に
こ
り
た
h

」と
T
／
～
並
ん

ー
坦
出
訟
が
実
加
わ
ハ
政
引
に
咋
で
い
れ
、
つ
れ
な
か
っ
た
こ
と

L
U
Y
N
3
2
Lト
ノ

f
L

一j
〈

勺

4
1
1
1
4

式
藤
の
政
y

れ
の
い
%
攻
が
議
会
f
、
は
ば
ま
れ
、

支
持
丸
一
帯
二
亀
裂
が
は
い
る
寸
て
、
川
上
況
が
さ
め
て
き
h
J

、
り
で
あ
っ
ム
バ
J

日
以
補
芸
能
ι

に
つ
い
て
は
、
京
J

パ十も
hk偏
差
出
’
山
1

川出司
LH性
の
高
L
地
区
ト
ム
J

の
み
立
候
補
pf
四
人
、
日
時
刷
を
貨
店
し
て
も
な
か
な
か

一V
I
一
は
従
リ
膝
の
を
同
闘
に
川
河
市
〆
て
北
川
5
4
1
以
C
F～
持
す
る
点
、
の
少
な
く
や
や
も

す
れ
ば
日
じ
の
利
d

舌
こ
む
背
に
い
＋
た
る
の
は
逃
M
m
r

万
で
あ
る
乙
記
し
て
い
に
つ
実
業
同
志
会
カ
組
織
政
川
ん
乙

L
て
脱
皮
で
き
て
い
な

い
い
弔
パ
ー
を
u
M
C
悦
岐
、
ぷ
L

い
た
（

、
J
P
Y人
司
山
日
、
t

v

え
ω

。

J
J
J
J
1
y
h
v
F一
ノ

J
d
L
β

ブ
乞

（
政
夫
J
品占
J

叱

也
方
、
こ
の
混
羊
に
お
し
い
q

て
リ
党
政
友
ム
ぷ
は
返
半
双
i

官
制
FJ
る
こ
と
か
出
来
ず
、
氏
以
引
に
と
の
止
一
府
数
心
主
は
注
ysん
で
あ
っ
た
乙
ニ

と
に
小
μ
叫
？
凡
か
ヰ
ゴ
人
（
γ
ィ
〆
ゲ
ボ

l
ト
吉
行
使
し
う
る
余
地
が
作
じ
心
c

此
蒸
し
は
、
小
vい
ん
で
も
影
響
h
A
V
行
使
て
き
る
ご
と
十
一
千
七

う
と
し
と
こ
の
機
会
ご
利
用
し
よ
う
と

ぺ
人
業
同
点
ム
バ
は

一
刀
で
諸
派
古
和
ム
コ
［
マ
中
【

y盟
問
の
l
h
比
一
を
は
か
い
り
、
似
刀
己
改
友
会
的
問
と
の
交
渉
r
f
L
U
じ
七
の
で
あ
る
υ

平
生
も
こ
の
ー
父
捗
（
U

卜
相
談
に
J

J

つ
勺
U

以
F
、
交
渉
の
一
栓
川
作
？
と
千
庁
ー
の
反
ー
し
れ
ど
比
こ
ゆ
く
と
と

川
辺
斗
予
の

可
つ
絞
政
仁
父
会
か
ら
捉
慌
の
中
L
込
み
が
あ
り
、
円
一
」
の
が
4
1
斗
民
政
党
怖
か
、

33PJY雄
を
通
ν

て
同
党
旧
同
王
振
が
川
川
〕
之
の

で
協
力
J

不
主
任
案
九
同
調
す
る
唱
さ
J

t

J

入
れ
が
あ
っ
わ
二
人
川
股
は
民
政
%
の
出
し
入
れ
は
批
象
的
で
J
Y
汁
人
れ
が
た
い
と
断
り
、

政
友
A
M
と
の
交
泌
r
b
じ
た
c

武
藤
は
計
欽
い
明
る
い

k

－u喜
ハ
大
成
次
店
JT六
人
捗
の
窓
口
に
す
る
、
て
7
M
7
J
ポ
し
、
政
友
会
は
こ
れ
に

応
じ
た
っ
武
践
は
こ
の
大
斗
を
七
一
明
3

よ
ー
、
政
友
会
と
の
父
渉
を
た
め
に
J
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月
九
日

式
雌
邸
で
行
わ
わ
た
！
父
沙
方
川
川
に
伐
す
る

F
相
談
会
に
ド
d
J
は
山
山
胤
し
す
に
ー

半
生
れ
い
り
ほ
か
に

ι↓ロ司

ム
ク
加
者
は

武
藤

平
井
ポ
め
っ
た
d

ム
三
円
で
は
武
藤
か
ら
一
方
人
捗
の
た
抗
心
経
枠
に
関
す
る
説
川
叶
り
徒
、
い
お
処
方
怯
に
つ
い
て
協
議
が
為
き
れ
に
一
特
命
ば
、

多
少
の
読
よ
か
〕
J

丸
明
日
し
つ
つ
丸
木
引
合
同
し

そ
の
交
渉
は
弐
藤
に
一
汗
す
る
ミ
と
と
な
っ
た
っ

ド
川
ー
が
一
記
し
て
い
る
条
刊
は

、
' ~ '' ,, 
ι 

業
以
誌
税

、
現
役
日
ハ
川
十
の
姶
当
を
二
C
一
ハ
内
内
一
手

一心一り

M
L
F引缶、
l
げ
る
こ
と
、
日
ー
人
の
遺
族
回
一
口
ハ
の
給
九
J

心
増
町
、

、
鉄
道
話
会
の
普
通
斗
一
人
＼
の
組
み
入
れ
、
問
、
煙
山

h
、
政
友
会
が
絶
対
多
殺
を
作
さ
る
限
り
が
抗
湖
、
レ
ヘ

の
E
H
Vゴ
F
マ灯、

料
、
壬
純
物
の
閑
引
を
引
き
上
げ
一
け
以
い
」
／
｝
、
六
、
会
計
拾
い
託
院
の
権
限
を
拡
張
し
て
特
殊
銀
仁
及
ひ
ん
Z

叶
心
会
計
ピ
及
、
山
こ
い
）
て

あ

実
際
に
は
、

武
肢
は
二
（
じ
月
九
川
口
れ
は
此
ぷ
要
ぶ
を
政
友
公
ピ
ぶ
つ
け
た
よ
つ
で
は
あ
る
が
、

い
以
す
れ
に
し
て
も
J

尚早川ネ札山門而’玩の

撤
廃
を
位
ζ

一o
J
Q
主
、
来
月
十
む
八
百
の
、
一
丁
十
昨
日
松
勺
部
分
を
碍
h

り
込
ん
ん
J

一
も
の
で
あ
ゥ
ト
、
n

平
川
ー
は
、
政
友
会
も
こ
の
払
う
は
安
」
千
に
ん
山
う
2
は、
r知
し
な
か
／
二
一
で
あ
ろ
う
が
、
政
友
会
は
一
敗
臨
ん
ザ
恐
喝
や
以
て
常
宍
千
三

主
EJ古
川
械
に
い
司
る
必
袋
、
日
あ
る
と
、
ド
エ
張
し
、
武
藤
も
こ
れ
を
受
ワ
人
れ
た

政

友乙λ
"' 
M 
いナ

ペヲ
巧記

戒
宏
子十
ち
／ょ

が,, 
, 

（臥ノ，it'/'i'ii '.,3'1 lb  i8百三Gif,i;J

と
「
る
も
の
一
℃
為
る
の
で
、
臨
時
午
前
ム
日
を
子
一
退
役
し
は
J以拘束
JE
道山一
L
Kう
司
司
能
性
が
た
る
と
号
、
え
た
U

午
、
｝
で
、
平
生
以
中
し
合
わ

止
は
日
記
え
率
引
き
J
し
L

公
表
し
、
ぷ
友
夫
と
レ
う
世
間
か
ら
は
不
正
義
の
長
引
2
み
ら
れ
て
い
る
玖
必
E
提
法
、
7
2
7
G
に
ム
セ
つ
ら
一
四
一
末
し
C

キ
宇

誌
H

円
一
回
’
へ
の
民
主
が

一ト人けよ凶一

ゼ
打
つ
こ
と
に
、
多
心

」中」」川いじずにい

長支同才、~＇とた11rnw

ぷ
践
し
」
草
月
、
十
人
i
心
第
二
回
会
見
は
一
六
げ
に
行
わ
れ
一
三

一
八
百
に
は
協
議
二
関
す
る
十
八
u
服
の
声
明
者
が
出
さ
れ
ー
に
す

平
生
？
土
張
通
り
政
仁
父
会
と
の
ん
八
一
必
山
中
始
ま
っ
L

，V
続
三
」
公
表
し
、
そ
の
一
斉
川
乞
北
北
ハ
は
丸
々
↑
玄
i
張
の
波
部
分
ー
一
に
什
わ
い
ν

、
一
づ

ソ
で
る
芯
政
を
行
は
ん
と
「
る
政
党
を
財
付
、
こ
の
M
門
家
の
非
い
司
に
当
た
り
幾
分
山
長
代
以
叫
を
は
さ
ん
と
ず
る
に
過
ぎ
よ
な
い
」
と
r
k
川町、〕

一に

7
 

一
九
日
、

r

中
は
武
燥
を
訪
問
し
、
盟
月
、
大
ー
と
の
父
捗
符
綜
を
聞
い
れ
J

一口い

一！
1

1
、

百

J

i

十
、
ー
か
り
は
大
林
に
お
い
て
実
業



同
志
ん
A
C従
業
に
大
賛
成
立
は
為
る
が
、

む
業
脱
会
川
崎
な
ど
な
か
7
d
q
h
M
実
現
何
離
な
附
ド
事
情
が
あ
る
こ
と
を
前
九
付
さ
れ
た
）

L4JML 

平
生
は
、
会
見
の
叫
和
条
が
目
、
作
的
問
題
ド
へ
ら
ず
口
守
山
政
十
反
ん
町
内
闘
の
別
政
」
悶
し
事
杭
当
訟
を
問
〈
に
止
ま
っ
て
、
実
業
同
志
会
心
十

五
王
張
ー
ピ
料
わ
る
形
跡
が
川
淀
Jt
ょ
た
い
こ
と
を
遺
憾
に
応
っ
l
h

一
。
究
業
同
志
会
2
し
こ
は
「
具
体
的
川
斗
的
に
半
ヘ
U

を
な
す

ミノ

F
L
ヘーか

じ
）

け
れ
ば
、
実
－
t
荒
川
I
b
会
は
政
友
会
の
大
風
巳
般
の
市
に
は
包
存
汁
ら
れ
亡
主
（
存

FCAJん
認
め
、
り
れ
な
く
ふ
り
一
日
快
消
滅
に
雫
る
こ
と
を

恐
れ
る
と
記
、
ご
L
い
る
ぞ
と
ぺ
f

与
？
行
は
「
何
等
政
治
的
好
心
U
K
L
h
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
h

と
な
明
白
に
市
三
以
て
満
天
下
の
う
十
一
に

一
品
ふ
る
こ
こ
が
え
も
機
宜
の
桁

F
」
で
あ
る
ぐ

1
v
か
し
政
実
力
物
4

心
の
交
法
に
H

？と
1
1

概
ね
批
論
は
厳
し
か
っ
た
υ

R

守
は
、
実
業
河
一
六
百
と
政
友
会
心
提
携
に
関
1
v

て
は
そ
の
奴

ハ
訴
の
仁
＋
ヘ
際
刀
両
党
表
六
れ
は
い
の
で
新
開
な
ど
で
反
叫
ん
来
日
t

心
人
民
抗
日
を
あ
お
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

一
一
日
式
議
行
十
六
阪
の
自
宅
に
焦
ま
り
、
川
町
、
今
十
「
司
、
反
司
、
へ
本
一
、
典
子
一
郎
－

ら
と
政
友
会
の
司
答
に
備
え
て
対
応
を
準
備
L

h
l

下

そ

ι明υ
円
も
武
藤
心
持
さ
に
忘
じ
T
L
M
M
M
U
ム
丁
林
邸
に
K

川
、
さ
、
叶
l
井
、
人
Z4
（幸
I
U
、
庄
山
せ
ら
と
協
設
1
て
レ
司
令

こ
の
場
で

γ魚
は
、
実
業
同
志
会
は

γ
笠
下
張
U
じ
る
ふ
ん
も
現
女
約
に
し
て
p
b
U
J
b
良
広
宮
中
川
ぺ
一
ざ
条
項
に
於
い
、
は
直
？
一
し
、

uよ

し
こ
の
山
に
心
日
て
政
友
会
心
一
議
歩
を
得
ら
わ
な
け
れ
ば

vmu終
決
裂
の
外
在
い
と
、
張
し
た

そ
の
理
由
は
「
制
収
本
、
土
お
れ
い
り
庇
ハ
j
、
張
の

お
め
に
物
別
れ

長
楽
同
点
ム
4
C
将
米
の
禿
U

慌
に
資
す
る
け
小
、

川
t
凡
と
る
玄
協
山
切
ム
？
は
パ
1Awt
同
じ
む
ん
H

を
血
ハ
恰
エ
一
に
叫
ョ

と
な
る
こ
と
は
、

く
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
〕
そ
こ
で
最
も
松
本
と
な
る
へ
き
も
の
は
、
伝
索
以
ハ
川
町
内
全
雌
の
店
内
州
L

実
を
次
の
局
常
談
会
に
必
同
ず
る
こ

と
及
び
鉄
貰
心
、
八
川
ん
す
ζ

経
館
以
人
に
編
入
す
る
こ
Y

と
の
一
出
午
、
J

め
る
と
し
た
ポ
丁
牛
じ
た
一
決
裂
し
と
も
協
定
以
lv一
よ
り
も
お
い
求
心
た

め
明
己
主
、
J

い
こ

t
で
あ
る
と

HmM伎
に
述
べ
て
同
の
賛
成
ケ
得
十
一
）

yh
ヨ
の
協
議
ご
い
治
、
山
止
は
こ
の
ど
主
固
執
「
え
き
で
あ
る
と
、
戸
張
、

1

妥
協

γ
る
こ
し
て
も
、
時
刻

議
会
で
提
凶
刊
さ
、
ぺ
そ
の
後
に
九
院
本
を
提
山
古
吃
る
で
さ
引
、
あ
る
と
土
γ

院
し
た
ハ
鉄
道
仏
誌
の
統
計
百
J
仏
人
絞
り
人
れ
に
つ
い
て
も
、
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手
係
り
に
て
建
設
改
良
を
な
す
れ
弊
を
乾
つ
た
め
ケ
七
一
心
む
条
件
に
す
へ
き
て
あ
る
と
ア
f

張
し
、
合
意
を
付
て
い

け
ヨ
八
十
小
ι↓
ー
よ
り
需
己
一
が
あ
り
、
地
湘
委
譲
と
一
言
末
以
口
十
視
の
人
工
廃
の
た
め
に
刻
泌
と
？
と
二
憶
一
千
万
円
を
要
す
る
が
、
ニ
ノ

ち
札

f
’H
U

川
門
誌
絞
は
捻
出
（
り
さ
為
る
も
残
凶
千
万
を
所
得
税
け
け
の
ト
併
に
為
る
も
の
り
累
初
f
？
を
増
し

充
当
せ
ぎ
る
べ
か
ら
ず

と
ト
ヘ
一
一
が
説
明
7

し
て
い
勺
の
に
礼
、
）
て
い
か
い
凶
答
す
べ
き
か
、

問
い
合
わ
せ
て
き
た
r

山
ア
ハ
は
税
制
特
別
町
山
ヶ

t
v小
心
ア
伯
店
、
オ
る

h

と
を
エ
張
す
る
げ
の
助
一
戸
ケ
c
f
る
と
同
時
に
、
会
一
凶
な
い
v
J
R

減
の
次
議
会
か
ら
の
則
行
論
主
あ
ら
た
め
℃
淫
べ

t

か
1
1
1父
渋
が
じ
れ
引
く
中
、
実
業
同
志
九
五
に
山
刊
す
る
訂
判
は
悪
化
、
J

て
い
た
、
こ
の
時
期
リ
ペ
i

が
り
ょ
γ
人
れ
始
め
て
い
た
大
阪
白

コ
市
立
川
治
会

政
友
会
乙
実
業
対
心
へ
一
去
の
安
識
を
ザ
ポ
マ
非
桂
九
L
1
J

司
令
右
投
で
あ
一
つ

危
機
応
な
花
い
た
ー
半
生
は
凶
？
月
一
一
円
式
υ

織
を
品
開
し
、
失
業
同
志
会
は
政
？
ぷ
会
に
為
ざ
む
山
γ

れ
て
い

－JJP
戸
一
叶
川
並
尚
一
下
ざ

Z
M

U
1
2よ
附
ド
品

に
タ
タ
い
の
や

け
も
平
ノ
＼
決
請
す
る
よ
う
促
L
て
J

る
。
こ
の
／
三
ι
ば

3
す
が
り
式
仏
が
も
弱
気
に
仕
り
、
資
＋
訴
は
長
治
も
司
川
川
酬
も

し
な
h
w
と
し
て
、
実
来
月
志
会
の
解
散
、
↓
ぬ
る
レ
は
川
同
派
ん
と
援
U
て
夜
十
午
、
一
義
心
弊
主
口
を
排
除
す
る
の
外
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

F

述
べ
て

弘山！河、

山
月
八
日
L

政
友
会
と
実
業
同
士
会
心
政
策
協
定
が
成

υて
と
J

二、ノ

l
、

、
u
l

平
生
は
実
業
一
同
よ
い
会
心
本
部
に
赴
き
、

rん
〕
え
j
A

ベ

t
↓λ
d
i時

と
の
最
後
の
ム
バ
淡
jhyFM
に
し
て
川
崎

森
岡
、
高
津
b1r」
政
友
会
心
託
協
案
に
ハ
ノ
い
こ
協
議
し
に
J

こ
の
案
て
は
事
業
杭
令
官
心
は
巴
ね

長支同才、~＇とた11rnw

L

ハ
力
ト
肢
か
、
同
一
実
情
叫
さ
れ
る
こ
と
山
な
う
て
お
り

（
た
だ
し
免
税
白
山
乙
凶
午
か
ら
「
J

き
上
げ
一
、

欽

m一
会
引
の
一
段
歳
告
へ
の

に
つ
い
て
は
確
約
を
い

7
え
て
い
な
か
っ
た
J

協
定
安
は
長
楽
町
忘
会
の
、
±
み
と
綬
柄
か
あ
り
、
千
斗
ー
は
衆
肢
の
共
鳴
を
受
け
る
こ

と
け
段
、
J
い
だ
ろ
よ
J
J
Y勺
手
T

一一

v
よ
か
、
〕
、
代
議
L

阿
人
の
小
政

dγ
で
は
、

γか
だ
が
な
い
の
で
、
一
マ
J
弓
J
M

協
定
す
る
こ
γ
と

会
設
ノ
依
、
再
出
戸
川
町
伐
？
此
藤
よ
り
協
定
に
関
す
る
説
明
JT聞
い
た
r

大
い
い
に
同
情
、
以
て
協
定
ャ
ー
る
ほ
か
は
な
い
L
Y

す
る
武
藤
に
汁
、
）
て
、

立
生
は
引
い
け
川
え
る
立
卦
が
な
く
沈
肘

L
た
υ

政
ぷ
ム
ー
が
議
～
一
ん
を
履
行
ー
に
は
い
の
で
は
と
い
λ

意
見
ー
も
品
ナ
ー
が
、

そ
の
場
合
は
T
h
k
H

J入

Ul<J<、it・'?iお＇..31 l l7i i9i c初出.nJ



長
に
投
間
以
す
る
だ
け
で
：
r

め
る
と
武
藤
は
反
識
し
、
結
〔
川
武
一
除
に

科
す
る
こ
と
に

平
午
は
協
14
の
内
び
に
つ
い
て
到
底
世
へ
の
満
江
心
得
、
つ
れ
た
一
い
だ
ろ
う
が
、

f!IJ 
人
心
ft 
ih 
士
てを
L、も
る計
〈？ ーィ

世
〉ζ

l引1
しj

反

厳
可乃占

二
ひ
肘
来
実
業
家
が
全

肝
沌

M
t
減
JY
追
っ
て
き
L
L
宵
子
、
税
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
は
実
業
同
志
会
心
功
議
大
で
あ
る
1／

一
A
y

－

－7
一
7
1
d

は
、
社
主
古
川
方
舟

ιさ
れ
る
利
υい
は
ト
へ
き
く
、

日
人
は
冷
静
に
考
え
れ
ば
実
…
業
同
主
会
の
努
力
に
感
謝
す
る
だ

ろ
う
と
武
践
を
激
川
州
、
d

て
い

〈
け
、
主
治
｛
与
九
刊
た
引
の
波
枕
〉

平
刊
は
政
友
会
J
V
と
警
戒
）
ペ
ノ
つ
も
、

f
K終
的
に
は
政
ハ
ス
協
定
締
結
に
対
了
。
武
令
絞
り
努
力
に
対
し
亡
し
三
河
J
U
Y

ニ
ワ
え
た
n
Lか
L
、
ド

バ
」
が
武
蕊
I

目
立
持
を
い
H
J

え
～
の
は
、
こ
の
同
ま
で
で
あ
っ
打
。

こ
の
役
政
友
会
首
脳
の
己
引
は
、
品
川
文
協
定
の
ぼ
／
什
宮
子
、
わ
い
る
も
の
で
丸
山
っ
ド
に
た
と
え
川
一
一
土
点
注
械
が
の
マ
J
持
委

chム
日
に
お

げ
る
武
夜
中
大
川
の
は
m
た
は
玖
友
会
主
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
起
旨
の
発
汗
は
、
リ
J

止
宇
憤
慨
さ
「

以
し
と
唱
と
ボ
l

K
二℃号、九ゼトド一↓

γ

こ
方
お
こ
の
村
忠
一
二
；

f

l

L

i

H

N

A

J

ノ
）

l

u

t

d

L

I

た

l
u
v

て
い
る
J

を
の
場
に
は
川
崎
、

川μ
淵
伝
義
、
平
井
、
八
本
（
列
一
郎
て
武

阪
探
入
、
森
本
一
山
政
い
ら
が
い
す
に
単
に
政
友
会
心
院
ん
に
な
っ
た
の
で
は
実
業
向
し
白
人
民
は
仙
吉
院
に
と
る
心
て
脱
会
す
る
と
一

γ
つ
も
れ

去
、
ー
に
が
、
式
聴
は
J
J
良
政
山
川
合
非
雑
レ
、

i
が
日
パ
政
苅
の
小
川

一
郷
太
郎
」

ω
一
行
貝
問
に
引
っ
か
か
う
、
失
一
は
し
た
だ
け
だ
と
持

殺
し
ー
に
こ
れ
じ
か
し
て
平
ゴ
は
武
牒
が
公
半
な
判
断

h
Z〈
サ
へ
っ
て
い

ま
？
に
そ
の
日
投
山
中
次
、
引
民
政
党
を
蹴
れ
政
友
p

誌
を
支
持
ず
る
立
場
に
ま
わ
ハ
た
」
こ
に
よ
っ
て
実
業
同
点
余
の
キ
セ
ス
テ
ィ
ン
グ
ユ
、

ト
げ
か
失
、
わ
れ
た
」
し
）
？
仏
、
政
妥
協
定
心
中
エ
ア
効
性
を
続
1

わ
せ
る
受
肉
と
な
コ
た

制
同
司
叶
ド
判
明
一
は
、

一
月
に
必
集
さ
れ
た
第
h
六
一
応
常
議
会
に
お
い
て
叫
一
引
委
一
諒
諜
を
提
品
し
で
通
ー
た
が
、
昔
日
族
院
で

二
八
作
l

一

( 1：，）（六法、アl仁D¥:i・ HG) , Qワ：：：oo,.11 



審
議
本
了
と
ほ
コ
zrJ

Jl業
向
上
山
会
は
政
宝
、
協
定
に
紙
、
つ
れ
本
来
の
政
策
心
事
々
し
く
主
張
で
ふ
さ
h
b
く
沿
っ
て
い
え
f

こ
の
こ
と
は
、
え
藤
心
配
下
て
は
な

い
平
午
に
不
満
ー
と
抱
一
川
J

せ
る
ご
と
に
な
っ
一
h
l
一υ

」
の
め
期
の

の
長
大
の
関
心
は
、
関
税
問
題
乙
令
解
林
市
問
問
で
あ
っ

人
阪
を
甲
心
に
展
開
さ
れ
て
い
た
白
川
叶
通
商
出
動
乞

指
迭
す
る
、
で
つ
に
な
二
ー
よ

は
、
一
オ
J

内
問
が
抱
也
、
〆
ょ
っ
と
〕
て
い
た
ん
バ
に
た
川
刊
の
閉
校
寸
h
J
手
l
げ
に
刈
ぉ

2
0反
対
説
動
を

民
間
し
始
め
て
い
た
。
ま
た
人
阪
の
肘
界
や
新
聞

ヘ
大
阪
明
石
、
大
敗
た
円
い
じ

立
は
入
金
解
然
拾
が
い
ち
U

く
泊
ま
っ
て
い
た
υ

lj二

＆ 

ヤ
一
の
問
題
に
強
い
関
心
を
示
し
、
円
期
実
七
九
捕
に
可
認

L
て
に
～

υ
L
か
し
、
奇
怪
財
政
を
と
る
政
友
会
は
A

解
禁
政
誌
に
附
げ
の
内
す

ご
〆
｝
が
己
決
心
日
か
っ
一
～
。

ヘ
年

J', 
11_ 

下
平
は
式
蒸
」
／
｝
河
川
ふ
れ
、

政
支
諒
一
止
中
に
も
あ
る
と

L
て
、
鉄
、
本

政
謀
、
〈
ぶ

U
次
｛
巳
の
会

urに
先
zυ
つ
ず
、

M
判
関
似
の
引
き
古
川
中
止
を
政
友
会
に
働
き
か
に
る
1hhつ
に
依
娠
し
水
誌
を
F
J
だ
し
日
川
時
に
武
技

h
t
b
c依
似
釈
に
よ
り
大
口
と
の
た
見

に
も
参
加
L
K
「
同
月
苔
は
川
附
、
宮
嶋
、
古
川
弘
、

ヘ
本
、
十
州
市
卒
、
羽
号
、
十
間
色
ノ
助
、
中
村
）
〈
こ
の
串
刊
で
、
f

へ
円
に
対

L
て

γ

生
は
ト
小
制
限
柄
引
き
一
げ
中
J

け
を
泊
り
、

同
時
に
令
解
殺
に
fM，
す
る
政
友
会
心
態
皮
に
つ
い
て
議
引
小
A
i
r
－父わ
L
こ
い

し
か

L
、
結

同
木
村
関
税
は
引
き
一
げ
ら
れ
た
〔

長支同才、~＇とた11rnw

平
午
は
つ
い
に
は
実
奈
川
（
欠
バ
の
路
紘
と
政
友
会
心
円
ご
れ
を
同
一
説
、
穴
式
藤
は
政
友
人
民
に
へ
る
べ
＃
で
あ
…
γ

？
と
拾
い
ν
る
工
う
二
三

刀
え
二

H十
八
一
以

の
師
絞
殺
の
鳴
で
為
っ
た
よ
取
ラ
ラ

y
で
の

1
読
の
場
に
お
い
亡
、
尿
次
、
え
騰
の
一
｝
rd札
川
問
題
い

る

JL 

ソ
い
て
ヘ
嗣
に
ら
れ
z人

（じ崎、

八
木
山
間
一
郎
も
阿
怜
三
川
μ

は
此
藤
氏
も
世
人
は
9

も
は
や
氏
が
政
友
A
A
A

と
注
命
を
共
に
す
る
も
の

た
以
卜
此
恥
戸
川
政
ぷ
会
内
閣
の
一
以
と
し
て
口
己
の
、
一
ぃ
l

狭
山
乞
泌
成
す
る
こ

r
が
政
治
家
、
乙
、
J

て
意
義
も
あ
り
将
来
あ
る
J
、υ
の
な
り

と
の
説
は
名
人
子
認
め
る
と
h

一
ム
っ
と
あ
る
と
記
L
て
い
令
。
主
主
去
就
が
不
鮮
明
J

ふ
H
人
気
を
博
す
こ
こ
は
同
幹
で
あ
り
、
式
総
で
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去、、花小仇

は心
V
3
4
E
C
見
込
み
が
ん
砕
い
と
川
町
、
え
る
も
む
さ
え
い

匝
中
内
閣
末
期
内
は
、
武
藤
中
」
日
刊
校
ず
三
気
は
ト
ヘ
一
奴
り
財
界
人
全
体
二
i
h
h
や
か
っ
て
い
た
よ
う
に
忠
わ
れ
る
d

た
と
、
ズ
ば
回
附
政
次
郎

は

A
A
ノ
戸
六
月
、

凶
川
ス
同
志
九
百

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

t
T止
の
江
見
ー
ピ
悶
い
て
い
る
。
一
は
やJ
け
じ
同
志
会
一
り
ん
凡

（
一
王
女
ー
同
志
会
）

同日

j
〕
て
同
会
の
た
め
に
尽
く
μ

て
き
た
が
一
生
聴
は
「
始
と
専
制
J

川
工
の
如
く

凶
人
刀
の
信
じ
る
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
付
人
の
さ
…
児

色
村
山
市
小
ず
」
、
」
れ
で
は
政
冗
と
L
て
努
力
さ
扶
植
で
き
な
い

「
徒
つ
に
口
組
の
資
品
、
主
政
「
「
る

の
み
で
あ
る
の
で
、
1

内
分

は
脱
党
せ
ん
〉
の
車
川
を
一
子
〆
た
J

こ
れ
に
対
し
て
平
刊
は
、
ん
よ
一
主
ー
や
数
芝
生
品
川
昨
な
政
治
家
が
大
切
y

主
え
て
印
扶
助
1
1
重
安

の
こ
ぎ
は
招
待
を
受
け
れ
ば
歩
「
け
や
J

也
記
一
見
を
述
d

る
と
と
と
L
て
き
た
が
、
最
近
は
い
一
の
戸
D
h

つ
な
ム
玄
ワ
ら
な
い
3

政
費
二
百
ょ
に

は
刊
の
紛
選
挙
ピ
際
し
斗
万
円
を
討
し
T
T
L

た
心
、
ご

tの
γ

句
。
ヨ
分
は
武
n
殺
の
r
A
F
つ
な
人
h
r

一
ー
へ
と
も
政
界
ピ
あ
る
こ
ζ

を
I
M
H

ぶ
も

の
で
あ
る
小
、
政
ぶ
会
と

京
純
な
る
菌
中
山
川
」
硝
じ

嫌
い
が
あ
る
。

ま
7' 

人
7
や
司
i
b
会
は
政
友
会
と
行
動
z
f
｝土ハ

に
し
、
日
じ
ん
の
た
め
に
引
づ
ら
れ
行
〈
の
感
た
る
は
凱
川
け
に
も
恨
与
と
い
二
つ
べ
し
し
－
両
税
委
設
の
f

川州
l
J
K
V
A

品
川
輸
出
解
禁
に
あ
る
今
恨

と
す
）
匂
い
は
知
き
は
余
と
お
〈
治
見
を
宍
に
す
る
と
こ
人
一
日
ξ

U

H

を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
同
f
f
u
同
協
で
あ
る
と
応
じ

綿
糸
取
引
業
者
と
し
て
名
を
は
止
て
い
に
回
附
の
こ
の
先
一
μ
は、

iy、
取
引
界
心
中
で
も
と
の
時
間
閉
ま
で
は
尖
来
川
志
会
に
資
合
J

礼
助

す
る
苫
が
あ
っ
た
一
」
と
を
ボ
す
も
の
一
ー
、
は
あ
る

し
か
L
ぞ
心
支
持
も
途
絶
え
よ
う
と
し
こ
い
と
J

武
牒
ハ
」
独
許
可
約
な
行
ぺ
却
が
露
わ
に

λ
l

ふ
勺
｝
汁
F

、也、、

、J
一

7
一心

J
i

政
実
協
定
以
絞
L
t
w
弔
同
志
会
日
政
友
会
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
主
持
者
心
不
満
が
強
く
な
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
っ
v

ま？
7
3
5
け
つ
一
同
役
九
九
宮
市
一
と
念
解
祭
内
出
唱
に
つ
い
て
も
式
践
に
は
玄
H
チ～一早八に

L
て
い
る

t
弘
、
へ
て
レ
る
こ
ど
ー
も
辻
日
さ
れ
る
、
市
以
リ
脈

は
帆
時
計
六
」
液
ム
μ
に
お
い
て
内
所
示
供
一
訟
の
ぶ
仙
r、
は
府
民
れ
収
済
に
あ
Q
I
J
一
発
口
、
〕
亡
い

基
ふ
附
に
都
市
し
れ
川
l

治
人
の
立
場
か
、
つ
農
杭
い
お
向

の
け
、
友
会
J
V
一
批
判
1

）
て
き
た
一
以
生
二
武
必
の
げ
は
吻
と
の
距
離
は
十
八
き
く
江
コ
て
い
ペ

( 1：，）（六法、アl仁D(:j' 1〔叫l 19・' :::oo,. 11 



九
二
九
h
国
公
民
志
会
へ
と
名
前
ー
ピ
改
め
て
い
る
ν

も
は
や
武
聴
の
政
丸
山
は
、

む名一一
J

乱
ず
る
必
裂
か

一
実
業

ょた
9r

＼
な
っ
ν

、
い
た
ハ

王L

民
政
党
内
民
へ
の
対
泌
を
め
く
っ
て

浜
口
推
ふ
り
門
間
の
1
4
J
と
人
阪
財
界
〕

一
九
九
年
今
］
月
、

山
中
内
閣
総
辞
戦
後
、
－
渋
川
雄
平
民
政
党
山
口
閣
が
i
U
げ
し
、
刈
中
川
回
外
父
の
川
川
新
・
4

市
符
仰
に
山
自
了
財
政
笠
迷
・

公
訴
祭
断
行
な
ど
の
八
U
大
政
棚
、
守
一
発
ぷ
I

J

た

こ
の
民
政
見
！
川
河
の
金
解
也
市
政
及
、
緊
結
川
町
山
政
政
策
を
よ
阪
財
界
の
多
数
は
支
持
し
た
n

i
丸山
U
丸
山
閣
の
限
界
注
炉
、
院
政
緊
結
、
日

償
援
河
、
消
費
約
約
、
〈
古
川
刑
余
を
れ
援
す
る
と
い
｛
つ
起
旨
心
も
と
に

経
済
更
新
会
l

が
設
L
V
さ
れ
、
汁
i
準
之
劫
蔵
相
い
や
tr人
隠
し
た
U

経
許
更
新
兵

の
世
話
人
以
内
部
広
次
郎
、
安
ち
弥
I
川、

μ
間
安
、

出
叫
目
斡
z
足
、
喜
多
r人片岡、

郎
、
村
目
指
針
問
、
中
l
作
ら

質
問
羽
凶
作
、
大
阪
脳
会
一
一
日
一
止
の
い
心
者
で
あ
J

た
c

河
部
、
半
生
た
ち
は

一
九
一
一
二
年
一
日
け
の
第
一
じ
同
総

送
、
千
に
際
L
て
井
上
の
え
め
に
法
挙
資
金
集
め
を
「
る
こ
と
す
ら
辞
さ
ず
、
熱
心
に

｛μ 

担十九世荒川
I
U
会
へ
の
支
持
は
ほ
い
は
尖
わ
れ
て
い
た
〔
た
と
え
は
千
刊
は
、
選
室
副
大
佼
ケ
一
プ
ブ

心
掛
八
司
叫
ん
誌
で
ム
以
燃
の
絞

長支同才、~＇とた11rnw

界
に
お
山
る
立
場
や
L

次
の
よ
う
に
談
日
〆
て
い
る
｝

半
f半

の
政
見
は
政
1
九
人
民
に
似
に
る
も
の
少
な
く
な
く
、
見
政
党
に
反
対

す
る
も
の

、
こ
の
際
政
友
会
に
人
党
し
、
「
党
内
に
在
り
て
政
十
及
会
心
革
新
J
V
C

討
、
口
れ
て
は
い
か
ん
じ
二
羽
？
に
一
わ
一
式
隠
の

行
（
主
に
J

て
nMAtι

な
る
人
格
、

小
持
不
？
？
一
山
一
治
相
川
、
登
買
な
る
常
識
、
抗
、
t

も
さ
な
と
を
も
コ
て
政
友
会
の
「
同
一
致
な
す
山
吉
駆
み
す
一
れ

ば
、
武
藤
の
財
産
は
有
効
に
活
用
さ
れ
、

14牒
の
劫
叩
力
主
的
加
し
、
h
J

デ
～
際
政
治
家
と
）
て
そ
の
見
識
と
了
腕
を
川
門
家
民
衆
の
た
め
に
利

用
λ
J
る
こ
こ
が
と
き
る
ど
ろ
っ
つ
も
3

〆式
H

枠
J
V

「政
r礼
会
の
州
き
ET］
百
代
議
士
を
抱
擁
す
る
政
、
ば
ト
ル
入
る
か
γ
好
ま

r」
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し
ろ
政
治
救
J
t
h
財
力
を
れ
ぐ
べ
き
亡
あ
円
、

川
夜
む
資
金
ど
投
ヒ
て
数
色
心
代
議
ー
を
長
苧

rる
こ
と
は
一
以
内
R
t
i
kめ
る
と
詠
じ

ず九
r

こ
の
切
に
は
八
木

「
知
明
九
一
川
中
〕
山
小
司
市
vし
T
L
h
h
山hJ

i
j
i、一
J
I－
－

干
生
の
党
口
二
は
店
主
？
の
広
司

Eえの
J

た
、
り
て
あ
ろ

し
か
し
八
本
は

平
生
と
同
窓
見
で
あ
る
が
式
藤
じ
と
一
、
も
こ
の
と
う
と
い
江
田
弘
之
江
主
貸
さ
白
い
と
り
与
え
て
い

w
i
手
は
、

Jdμ
牒
は
政
友
人
百
人
り
す
る

か
、
さ
J
U
K
M
P
K
ば
政
以
か
ら
山
山
引
市
い
す
る
べ
き
て
あ
る
と
前
7

ピム
M
t
t
j

い
ん
払
っ
て
い
九
人

伊
藤
凶
山
兵
止
に
も
、
実
（
犬
同
志
会
に
つ
い
て
ん
ー
や
多
訟
の
支
持
ズ
i
d
m次
離
散
「
ゐ
状
凶
い
に
あ
り
、
武
藤
の
隠
「
ド
性
へ
ま
る
さ
は
「
日

に
武
藤
氏
γ

ロ
り
選
挙
管
を
か
せ
が
ん
こ
ず
る
も
の
、
出
素
同
氏
に
常
生
は
れ
つ
る
あ
る
正
一
の
の
み
／
ア
工
る
の
恐
れ
な
し
／
一

こ
い
ド
フ

状
設
で
あ
る
乙
山
一
牛
に
対
ー
ν

て
述
べ
一
に
い

市
叩
叫
ん
芋
児
伐
の
十
八
阪
ク
ソ
プ
で

は
、
民
政
党
の
勝
叩
刊
に
机
怠
z
恒
夫
ぜ
ざ
る
も
の
な
く
、
政
支
系
心
人
兵
ゃ
い
弘
業
同
志
公
立
小
の

者
は
沈
黙
す
る
雰
同
気
で
あ
っ
F

～。

紡
績
業
と
は
常
に
台
珂
化
、
詑
半
出
進
を
唱
え
て
ド
る
の
に
、

け
で
は
、

人
げ
へ

4
ロ
リ
？
」
＋
」
小

t
I
F
－
－

v
 

一
能
ヰ
薄
弱
は
る
千
段
を
取
り
つ
ぐ
一
あ
る
は
知
河
に
も
史
J
N
な
ら
ず
や

と
－
ワ
7
？
も
心
す
ム
J
d
小中つ

武
藤
は
大
反
対
界
に
お
い
て
有
力
者
の
主
持
を
但
円
以
パ
人
レ
、
選
挙
人
回
全
に
つ
い
て
は
ど
の
ほ
と
ん
ど
乞
H
己
資
金
を
持
ち
出
し
C
一一

。r一一
月
む
選

TAV
戦
ア
一
と
考
え
ら
れ
る
ν

る
井
i
財
政
批
判
と
モ
心
反
響
、

ト
八
一
以
引
閉
作
山
中
以
政
党
内
闘
を
支
持
し
た
の
に
対
し
て
、
↓
比
一
肢
は
民
政
党
内
闘
の
ん
市
解
性
、
と
緊
縮
刻
政
を
白
、
っ
川
か
、
り
批
判
ず
る
と
う

に
な
っ
て
い
た
し
一
ム
藤
は
、
政
友
会
の
祢
端
な
底
値
政
災
L

と
民
政
ば
の
「
係
山
崎
な
る
消
椋
政
資
の
内
若
午
も
に
亦
で
あ
る
と
、
一

校
し
て
い

川
小
勝
目
、

民
政
党
が
ん
寸
前
禁
を
ム
白
川
＼
？
に
め
い
、
消
特
一
泊
約
政
策
を
行
う
と
小
一
宗
気
を
引
長
起
」
し
、

二
J
、
に
な
r引
と
：
張
L
て
い
え

小
商
人
ゃ
労
協
附

却
に
～

品
川
仇
苛
や
、
ム
大
京
心
日
け
し
み
を
一
J
A
H
さ
店
一
る

( 1：，）（六法、アl仁D(:j' 15フl 1% :::OOc. 11 



か
っ
と
か
γ
脳
会
議
削
れ
論
を
柄
、
え
て
い
ιー
一
式
＋
聴
が
「
点
政
党
の
全
勝
い
じ
一
市
川
行
論
に
仁
氏
I

刈
し
こ
行
倍
以
山
ら
に
よ
ワ
て
叫
い
え
ら
れ
て
い
た

f
判
w
T
制
解
禁
論
者
山
ハ
ヒ
っ
た
と
ご

2
ば

波
紋
立
川
げ
ん
だ
し
し
か
し
払
可
申
ド
制
解
然
論
者
の
一
人
で
あ
っ
た
高
怖
僧
今
日
日

「
勺
時
旧

平
沼
解
禁
反
対
論
壱
は

国
］
品
川
町
叫
ひ
n

仇
仰
に
十
八
ぬ
で
は
Z

れ
が
川
崎

h
勺

T
／
一
日
銀
し
、
い
る
よ
う
に
、
式
ρ

朕
の

さ
れ
た
も
の
だ
が
、

叩
相
手
側
解
説
的
は
大
阪
の
財
界
で
許
刊
が
山
一

L
く
な
か
コ

目
、
選
vゃ
い
段
以
藤
側
近
の
長
弓
’
や
ら
、
武
藤
が
剥
一
v
箔
解
村
山
市
議
に
つ
い
て
今
ま
で
極
端
な
議
論
止
し
J
L
き
と
の
で
、

一hI叫
ム

μ
っ

ていド

l
蔵
椙
こ
議
論
し
述
印
刻
す
る
こ
こ
ろ
あ
る
よ
う
に
1
ν

行
い
と
い
聡
ま
れ
た

4

牛
は
武
藤
乙
は
何
済
問
題
で
意
？
一
地
が
m
到
な
る
の
で
公

門
告
を
泣
け
て
き
た
が
、
選
vん
ち
も
終
わ
一
っ
た
の
で
二
品
会
う
こ
ぐ
吉
本
誌
1
〕

長
い
心
の
依
頼
は
、

牛
ぐ
rF
よ
幻
関
係
が
近
い
こ
ζ

を

指
つ
て
の
こ
ζ

で
あ
ろ
う
n

あ
た
か
も
大
不
況
、
紡
戸
、
主
常
心
業
績
？
も
主
化
し
、
一
一

o
t凶
汀
品
川
相
：
一
義
l

日
経
常
で
ト
か
ら
れ
た
鐘
紡
も
四
百
の
減
給
中
一
光
夫

し
に
結
果
、
大
規
』
ゃ
な
争
誌
が
発
パ
ー
し
た
乙
武
十
時
ゅ
は

円
引
開
紡
判
長
の
池
牧
」
乞
川
点
き
、
多
訟
の
退
職
金
を
公
け
取
J

で
あ
っ

わ

c

前
例
吉
見
な
い
多
恕
ハ
討
が
職
〈
市
ケ
一
受
け
取
コ
九
一
品
川
、
し
局
、
川
町
処
分
が
／
什
わ
れ
ー
す
こ
J
に
よ
り
、

に
対
す
る
川
立
削
（
り
投
M
け
は
強

カ泊,, 
平
4
ー
も
錠
紡
mv
減
給
党
支
に
批
判
的
で
あ
り
、
ま
ず
配
当
c
d
A
Uど
を
／
わ
っ
て
か
ハ
一
波
仇
一
刊
を
「
わ
っ
て
も
中
仇
し
て
遅
く
な
い
と
考
え
た
υ

長支同才、~＇とた11rnw

平
生
は
、
式
政
ー
と
非
難
す
る
布
石
川
h
、
吹
が
昨
午
米
配
ψ
ー
も
一
政
ぜ
ず
、
説
八
乳
、
も
と
さ
ず
、

J
七
h
N
1ピ
収
得
し
た
後
九
h

k

（り抗
E
J
Y内問日れい

者
二
な
さ
し
め
た
と
さ
、
え
て
い
る
、
一
片
分
は
式
藤
り
ふ
り
ょ
っ
沿
小
潔
な
華
と
は
思
わ
な
い
が
市
井
、
り
人
は
｝
の
よ
う
な
非
難
JY
竹
山

ふ
ペ
ツ
る
だ
ろ
う
と
認
J

て
い

四
月
一
口
司
斗
l

牛
は
、
武
藤
定
に
社
さ
、
八
人
；
ら
同
席
、
ν
て
－
抗
日
肢
と
議
論
JT六
人
刊
に
一
ま
ず
銭
紡
の
減
給
問
国
に
つ
い
て
、
－
爪
リ
膝

は
減
給
を
以
こ
滅
菌
に
代
え
る
も
の
と
あ
る
と
ム
張
し
ん
J

百
以
白
よ
れ
生
成
給
が
好
ま
し
い
い
一
と
は
店
｛
十
ノ
ハ
ノ
コ
F

一
ヨ
が
ま
ず
減
、
出
を
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公
己
せ
よ
と
込
つ
え
の
に
い
い
～
し

武
膝
は
淀
川
を
公
言
す
る
こ
と
を
綜
鰐
し
た

一
方
臣
、
藤
は
、
お
F
i
c
経
ほ
ナ
H
靖
は
汀
汁
r
u
u
Jバ
む
た

ま
た
え
勝
二
井
ト
〉
議
論
す
る
一
〕
ふ
〈
納
め
た
が
、

弐
藤
は
小
な
り
と
い
、
Z
子
ど
も
一
犯
の
苅
戸
で
あ
る
の
で
針
作
例
議
会
で

t
i
f
f／
に
議
一
読
す
る
と
得
、
穴
て
い
る
U

弐
一
般
と
平
パ
斗
の
会
見
ば

め
で
あ
る
と
批
判
し
、

W
T
缶
切
り
ド
げ
論
を
川
、
悶
L
1
1

干
生
包
こ
れ
に
反
論
し
、

物
別
札
に
品
川
山
わ
コ
た
の
で
あ
る

目
、
短
紛
の
争
可
決
hv一
武
藤
の
政
ム
心
括
的
と
私
び
つ
け
て
考
え
て
い
た
っ
武
藤
の
昔
助
E
係
り
返
っ
J
i

－
－
ム
藤
が
ト
人
さ
伝
犠
牲
を

H
い
う
て
政
界
本
新
ピ
向
へ
り
山
L
た

Zf一
は
円
分
も
応
援
1

J

h

八
が
、
前
一
々
阿
の
濯
や
品
川
引
っ
張
り
だ
こ
ζ

な
っ
て
さ
」
2

が
の
武
H

牒
ー
も
政
治

叫以ムけい私一戸
ohp
転
じ
て
所
謂
政
治
ず
れ
た
る
の
町
山
を
バ
オ
ず
る
に
手
っ
た
υ

ポ
日

は
い
奴
刀
村
守
口
γ
者（
1

）
て
ハ
人
の
議
只
を
μ
ハ

l
d

に
＼
J

1
t
1
r
 

一
光
の
首
相
刷
、
乙

L
て
名
も
な
い
h
k
引
者
を
強
い
て
当
選
さ
せ
る
小
人
い
の
に
は
巨
訟
の
貸
金
を
佼
し
、
そ
し
札
此
巨
額
の
氾
識
人
J

を
受
け
る
必
安
が
生
じ
4
7

、
の
で
為
ろ
う
。
安
ず
る
に
武
古
河
か

純
品
川
、
に
る
政
的
教
育
家
た
る
が
雄
、
れ
て
実
際
政
治
家
と

L
て
政
権
に
参

ソ
せ
ん
と
す
る
の
腎
心

を
起
こ
し
七
手
が
〈
f
M
間
の
遠
什
初
予
一
誌
の
発
端
で
あ
り
、
武
藤
は
一
」
ハ
名
の
川
上
山
議
員
を
得
て
却
っ
て
世
人
の

7
J
f
、

ξ
川
汁
什
一
令
F
d
f

っ
た
に
足
、
践
が
広
治
政
官
交
’
で
あ
る
、
｝
と
や
）
付
じ
ザ
い
れ
ば
、
数
百
万
円
の
川
市
資

壮
一
必
要
と
せ
ず
、
午
々
尖
ふ
と

ろ
m
v
v
叶門川
γJ
の
一
か
の
資
金
ど
以
て
す
る
も

優
に
弐
心
日
的
を
達
す
る
の
み
な
ら
ず

武
藤
に
対
す
る
崇
敬
と
信
用
引
は
ぷ
加
わ
2

て

路
町
J

乞
飾
る
乞
符
し
め
七
ら
ん
に
す
J
L
浩
む
べ
託
事
な
的
と
一
記
L
て
い

主
、
つ
に
誌
坊
の
争
議
以
上
に
平
バ
ー
が
羽
川
円
し
L

ん
の
は
、
主
愉
山
い
内
装
止
T

／
一
日
新
平
明
解
竺
論
で
あ
｝
二
「
v

精
力
的
均
一
弐
藤
は
、
川
河
川
l
M
川

叩
栄
公
川

Jμ71
て
一
一
叫
ん
口
で
汁
上
蔵
相
と
命
戦
し
た
だ
け
で
な
く
、
一
昔

E
な
山
収
し

「
井
上
川
崎
相
引
の
山
町
知
p

京
洋
経
済
科
技
粁

一
口
一
年
八
月
二
斜
地
な
講
演
、
三
f
L

同
J

た
）
立
と
は
式
川
脹
の
吋
市
川
町
い
い
強
い
日
倶
の
ム
ミ
ゲ
」
抱
く
t
同
時
に
、
民
十
鴨
川
J

感
情
的
に
な
っ
て

い
市
軌
寸
一
宮
送
、
）
て
い
る
と
さ
え
考
え
る
「
て
つ
に
な
っ
た
、

九
月
一
一
司
；
寸
法
ノ
引
L
た
大
阪
U
ヲ
タ
1
ノ
ヲ
ケ
つ
ブ
心
会
〈
日
、
武
H

桜
町
一
市
仙
切
ハ
リ
「
山
一
刊
誌
川
が
話
題
と
仕
っ
2
1
m

町、

一
河
は
京
肢
の
す
城
高
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が
え
川
】
合
惑
わ
し
、
「
其
結
果
h
T

恐
る
べ
き
も
の

が
あ
る
と
論
じ
た

ま
て
ん
制
限
運
動
に
利
用
叶
ち
れ
れ
ば
、

結
果
的
に
与
詳
の
十
八
将

ょ
た
低
落
に
つ
一
之
が
る

2
す
る
該
弘
司
、
も
盛
ん
で
あ
う
た
わ
そ
の
向
山
平
や
は
、
近
」
T
d

み
牒
町
公
明
L

情
的
二
ヒ
三
、
い
る
と
し
て
、
門
戸
（
り
事
情
念

ル八（り下亡、
J

い勺説、
d
L
T
I
U

此
践
が
政
？
川
政
治
の
腐
敗
主
q
h
d
て
政
界
苧
剰
の
止
め
に
政
治
に
弓
を
陪
み
ん
れ
た
と
き
、
長
初
多
少
と
も
後
援
p
e
v
γ
γ

ハ
苦
は
「
栴

の
一
部
L

三
、
簿
紡
と
夜
1
5
の
、
あ
る
人
々
の
み
で
あ
れ
、
そ
の
一
絞
彼
ら
J
b
w
次
U
A
旗
下
ヤ
、
去
っ

C
ぬ
頁
伝
闘
ヲ
と
な

77一一三官伊弘一段

は
政
定
協
定
に
よ
り
挙
に
午
京
の
河
的
を
吋
応
し
よ
う
乙
し
ん
に
が
、

政
友
会
は
利
用
し
た
だ
け
で
協
た
平
河
（
は
い
川
ど
実
行
さ
れ
る
に
い

た
ら
ず
ノ
、

式
日
付
は
「
世
人
一
。
り
師
、
宗
を
暇
笑
、
「
一
ら
る
る
に
古
り
し
事
実

は
「
花
自
に
し
て
微
な
る
氏
J

ど
し
て
侃
車
「
く
詑
は
ず
」
。

川
仙
や
民
政
党
引
絶
対
多
数
／
一
な
h
、
そ
の
内
一
設
の
r
k
h比
火
出
／
「
て
く
パ
藤
ζ

は
犬
猿
の
叫
リ
白
井
上
が
h
d桔
に
就
汀
し
～
粘
果
、
目
ぺ
の

A
し
一
引
が
肌
ハ
笹
川
i
L来
九
ヘ
も
り
で
あ
り
、

%
午
、
月
一
帽
す
べ
き
者
に
占
め
ら
ず
む
？
と
論
じ
F

～
。
さ
ら
に

1
パ
ー
は
、
長
長
率
山
T

に
H
Vハ
て
政

げ
の
吏
止
の
た
め
に
一
出
身
心
努
力
）
と
一
円
程
の
刻
尚
一
ん
と
投
じ
て
一
民
家
の
行
め
に
は
く
さ
ん
と
す
る
と

は
怯
に
あ
る
で
z
？
っ

ろ
か
c

傍
却
し
y
k

何
等
パ
川
家
の
た
吟
に
只
放
す
る
、
ア
こ
な
く
れ
に
に
J

也
の
行
動
を
非
荊
「
】
I
G
従
業
家
に
付
し
て
此
鵡
ゆ
え
が

憤
川
悦
借
〈
叫
出

は
さ
る
は
当
然
の
出
な
ら
？
や

と
品
川
！
一
ι
ー
っ
こ
れ
に

し
J

1

一
百
円
以
こ
し
た
と
い
半
半
ば
一
よ
し
て
い

半
l

主
は

武
藤
が
成
九
四
市
川
町

h
J
な
ら
ざ
る
を
伊
川
な
い

、
利
し
的
九
五
実
業
J

氷
心
土
協
刀
に
由
来
す
る
と
あ
え
こ
極
論
し
に
の
ず
に
ふ
れ
ヲ
フ
つ
ハ
ボ
ア
パ
ー
は
臣
、
膝
に
阿
倍

長支同才、~＇とた11rnw

的
な
一
一
政
論
な
し
つ
つ
9

も
、
感
情
的
に
な
っ
て
常
引
を
逃
い
て
い
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
つ

主
ら
に
式
服
は
大
J

以（
U
妊
治
更
新
会
の
全
解
禁
政
策
支
持
を
包
批
判
り
む
ト
い
山
町
執
什

こ
、
り
よ
ご
h
r
A
藤
心
一
日
別
ば
層
十
年
た

ち
を
刻
政
v
〕
ん
は
と
山
う

に
一
。
れ
や
は

月
I
八
阪
ケ
｝
プ
プ
さ
の
つ
祭
の
席
で
、
武
リ
肢
の
ム
ナ
I

」
輸
出
一
件
禁
引
、
斜
可
制
解
禁
九
一
問
、
か
イ
出
町
田
に
な

7γ
ハ
ぶ
、
武
藤

の
近
奈
の
行
動
に
コ
い
て
「
一
一
脳
に
多
少
変
世
ー
を
バ
オ
じ
だ
令
に
あ
ら
ざ
る
や
を
汗
る
L

有
さ
え
お
り

独
附
的
な
市
調
を
作
詩
っ
こ
い

Ul<J<、it・'?iお：.21 15ci ;-99 c初出.nJ



ス
コ
平
牛
は
武
時
心
貨
幣
缶
領
下
“
消
に
よ
一
角
句
作
H
引
き
下
げ

一
位
の
ベ
一
ア
、
一
で
め
る
と
し
て
、
か
つ
て
ド
陀
の
尊
敬
L

か
か
る
長
誌
を
王
張
せ
る
ド
於
て
は
、
人
j

b

、
不
景
気
の
た
め
に
育
問
せ
ャ
忽
訪
問
許
刊
の
輩
を
扇
動
す
る
こ
と
た
し
と
せ

ろ
財
界
般
乱
心
ぜ
れ
な
し
と
せ
ず
c

突
に
伐
の
止
め
に
惜
行
べ
き
お
て
あ
る

2
「
心
し
て
い
る
勺

此
礁
の
新
引
制
解
禁
論
け
、
多
く
の
大
阪
の

に
と
っ
て
則
一
併
し
、
？
3
7
h

い
、
も
の
で
あ
っ
と
仁
日
J

升
や
そ
の
川
関
心
経
済
人
に
は

2
mが
祭
政
比
一
町
八
を
め
ぐ
る
武
藤
の
口
動
は
が
渋
川
市
並
間
も
な
く
川
口
干
の
一
大
勢
い
い
も
昂
j

さ
ゐ
地
方
氏
J
h

古
庄
は
ヲ
J

、
始
と
M

力
訟
を
矢
ひ
常

軌
を
逸
1

J

た
J

モ
の
と
映
一
っ
て
い
た
J

川
牛
は
武
藤
こ
の
汗
が
決
定
的
に
引
け
犯
し
な
い
も
合
つ
に
、
技
触
を
涯
汁
る
ょ
っ
に
さ
え
勾
つ

如
来
的
に
［
見
れ
ば
、
武
藤
の
会
解
禁
政
策
批
判
は
経
治
政
M
M
v
ト〆

コ
：
、

ず
り
ー
、

t
v

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
民
政
党
内
羽
山
明
日
以
後

ヘ
長
毅
政
友
会
内
一
環
…
の
干
で
／
七
、
わ
札
～
人
4
4明
川
早
川
ボ
止
政
策
が
そ
の
後
の
景
気
刊
復
へ
の
不
勺
欠
心
第
歩
と
仕
つ

L
か

L
、
政

治
家
と
し
ζ

け
此
引
設
へ
の
支
持
は
、

こ
の
内
に
最
終
的
か
っ
一
決
定
的
に
尖
わ
れ
て
し
ま
つ
に
。
此
u
議
は
、

九

－

午

軍

民
J

り
話
会
を

熔
川
政
ず
る
じ

ームー／、

、，P
40 

オコ

l〕

白、，

平
ー
は
よ
反
膝
mv
戦
協
」
幻
た
も
IF一山
で
設
と
れ
動
力
、

A
一
…
況
に
共
感
［
実
業
同
志
会
中
支
援
し
す
に

実
業
同
f
一
出
会
円
れ
ん
す
る
人
γ

羽
剃
界
に

よ
る
支
採
り
村
山
肌
ノ
ー
は
徐
々
に
冷
え
仏
む
が
、

ぞ
れ
て
も
平
バ
ー
は
作
ル
庁
内
閥
T

／
一
の
政
実
協
定
ま
で
は
主
将
し
絞
げ
f
u

Ff 
l人j
閤

末
期
’
P

ワ
民
政
党
内
問
問
コ
ケ
ア
げ
て
ド
バ
ー
の
式
藤
へ
の
支
持
は
止
へ
わ
れ
、
ぞ
れ
は
浜
じ
内
閲
へ
と
向
か
う
こ
1
／
内
な
る
r

斗
竺
は
、
民
川
膝
の
人
柄
い
対
、
J
て
は
終
始
政
士
山
を
弘
っ
て
L
1ア
じ
武
藤
没
伐
の
氾
悼
文
灯
、
一
で
ヰ
＝
は
、
「
J
K
十
時
忍
は
、
高
ぶ
滑
間

の

に

J

て
、
初
心
を
断
行
す
る
に
は
者
主
も
怖
れ
ざ
る
士
山
に
於
亡
は
、
現
代
に
稀
に
見
る
は
男
ほ
ご
あ
る
と
述
べ
て
い
る
ν

ま
た

武
藤

－
J

て
そ
の
1

動
か
さ
る
打
出
力
L

7
べ
あ
げ
、
武
藤
京
が
紡
結
界
の
拡
と
し
て
大
r
A
功
を
な
L

2

1

の
ー
も
、
又
よ
六
際
政
治

山
且

( 1：，）（六法、アl仁D(:j' 1〔・6) 8引• :::OOc. 11 



）
主
と
し
て
尖
門
限
し
え
の
も
、
討
の
叉
肢
の
性
情
と
，
じ
己

も
り
と
誇
ふ
べ
き
か
と
一
説
明
ぷ
」
い
る
d
w
T
生
は
「
日
倍
々
山
戸
式
藤
は
実
業
J

主
と
し
て
大
さ
ん
仇
成
功
b
f
収
め
ヒ
が
、
政
治
家
と
し

上
旬
得
た
る
、
」
心
日
午
区
と
し
て
動
か
ざ
る
じ
信
刀
心
奴
ら
し
め
た
る

て
は
支
犯
者
、
り
E
H
山
起
を
貸
さ
す
失
敗
し
に
1
／
百
い
た
か
っ
七
の
で
あ
ろ
う

の
県
知
上
y

市
助
は
あ
る
恒
ん
よ
げ
ま
で
大
敗
防
界
の
白
？
川
王
手
－
九
的
制
流
の

l
に
乗
っ
て
い
4
J
7

一1
1代
の
I
八
阪
経
済
界
は

)L 

概
ね
円
川
叫
、
？
義
的
経
品
川
い
政
災
な
支
持
、
〆
て
レ
た

武
藤
げ
か
’
ω
売
業
同
ト
手
、
や
乞
げ
ち
上
げ
た
と
き
、
大
阪
約
済
界
に
品
心
に
支
持
す
る
ソ
一
気

が
あ
っ
た
の
は
、

第

次

刊

界

大

戦

後

実
huを
つ
け
ず
九
大
阪
稔
凶
界
予
は
じ
め
て
日
つ
の
エ
殺
を
科
刻
一

zq政
記
を
M
L
つ
け
た
か
ら
て

あ
ろ
っ
つ

L
か
し
次
お
に
そ
の
熱
気
は
辿
れ
、
政
支
品
定
日
後

阿国低一、
l
Lた
ハ
手
ら
に
J
ぷ
一
慌
開
閉
の
武
藤
の
新
F

一
印
刷
羽
祭
論
仕
こ
の

主
張
は
、
大
阪
財
界
の
辺
併
合
仔
ら
れ
な
か
っ
タ
八

一
わ
ん
の
庁
山
川
半
に
五
業
日
ぷ
ム
μ
L
V
一
立
与
？
）
た
大
阪
肘
界
の
円
出
五
義
的
潮
t
出パ川、

ハ
〉
庁
代
後
半
に
は
令
解
栄
一
以
近
を
川
内
げ
会

民
攻
党
へ
の
L
Y
持
へ

2
流
れ
込
ん
で
い
J

ニ
コ
げ
で
お
る
c

長支同才、~＇とた11rnw

日むつ

で
J

Z
柔
い
川
志
会
主
v

山
款
の
概
略
に
勺
い
て
は
、
八
大

ι
」
円
一
誠
ヘ
宇
一
中
心
？
と
に
同
志
会
可
代
子
尻
島
え
『
公
社
市
時

h

尻
島
川
、
山
追
悼

言
語
町
会
官
、
九
二
四
2
L
A
R
号
、
じ
〆
ノ
｛
こ
日
、
一
ヘ
交
円
高
一
よ
り
脹
－
H
治
古
川
弘
文
部
、
ん
ハ
盟
、
斗
六
｛
一
四
百
、
小
v

U
1」
ヰ
土
『
都
市
小
フ
ル
ジ
ー
γ

浬
動
史
の
川
川
九
ん
F

ル
市
川
辛
、
一
九
｛
六
午
、
ト
ボ
束
性
、
そ
の
ぼ
か
以
↓
の
子
で
ふ
れ
る
士
肌
北
京
一
戸
ハ
に
ω

（

2
F
F（口一口排一
Y

止
鋭
二
郎
－
ね
方
人
目
、
九
斗
年
、
山
一
二
八
）
向
山
一
口
（
LJγ

に
も
簡
単
な
「
叫
述
計
ゅ
の
一
勺

N

－3
一
実
業
汁
志
会
幻
結
成
活
再
に
づ
い
て
は
、
山
山
八
干
「
主
主
コ
リ
b

必
の
枯
完
L

「yJ
川r
持
論
叢
第
七
在
日
市
号
、
九
台

i
、
一
ハ
一
日

／

一

日

、

江

は

F

則一問
44
一、

L

三
八
問
、
じ
不
良
次
一
財
界
ヘ
・
バ
葎
l
rげ
の
政
治
革
託
刊
元
｜
｜
六
日
木
買
業
何
人
J
F人口人以

JL
f
 

に
お
け
る
活
動
J

Y

ヘ
山
市
川
』
山
主
心
結
出
一
1

日
子
リ
氏
人
九
月
十
叫
也
市

dr山
花
第
一
二
川
輯
、
九
九
一

ι、
一
八
七
｛
去
っ
口
九
下
が
…
一

v

い
J

f

ci

、

長
主
同
志
会
創

υ一
転
会
議
事
録
」
『
よ
藤
ル
刊
誌
門
一
人
平
定
』
吊
凶
色
、
－
州
制
円
、
一
－
M
六
内
牛
e

一一九人パ
1

同一

λj一R
t
d
m
日

以

t

大
坂
内
，
立
ょ
に
経
済
研
苅
所
探
『
一
ブ
？
々
で
み
－
4
1八
k
v料
消
ハ
〔
〉
午
青
山
M
U
大
j
t
子
出
法
会
、
一
九
八
ん
年
出
一
白
L

川
の
一
J

片
山
対
抗
止
斥

' 



相
川
帆
訴
ぺ
一
点
寺
川
川

ヘρわい
J

行

J

弘
一
郎
日
＝
川
一
一
ー
ん
二
午
月
八

U
心
条
川
γ
商
学
医
凶
ぃ
川
町
本
ふ
ら
の
解
一
抗
ノ
ト
に
基
ペ
＼

M
M

一
日
ア
口
主

的
す
“
ま
た
引
凶
に
陀
し
て
は
、
カ
タ
カ
フ
を
む
つ
か
な
に
、
同
氏
内
は
県
川
則
、
｝
て
コ
回
議
ら
に
改
め
よ
J

J

7
1

市1
4
じ
山
口
」
↓
六
一

4
同
月
二
「
己
の
荒
ご

E

F

斤
U
記
一
九
一
ヰ
市
山
月
二
］
日
心
条
－

（p
～

I
れ
桜
山
川
治
ハ
ム
集
第
八
然
、
新
排
日
刊
、
ん
ω
1

ハ
ハ
令
、
じ
じ
問
自
to出

－M
）
干
刊
己
記
」
一
川
一

4
六
月
七
1

己
の
条
ュ

｛
ハ
マ
斤

U
記
一
九
一
ヰ
六
月
一
一
一
日
心
条
－

3
～
干
守
口
日
」
九
一
一
江
じ
に
い
J

七
己
心
粂
〔

戸川川）

I

h

u
ト

μ一
一
山
一
一
ガ
一
九
1
六
月
一
】

H
正
条
c

｛
川
、
氏
蕊
に
、
る
一
刊
川
県
止
話
人
批
判
に
つ
い
て
は
、
松
町
主
宇
一
沿
い
ヂ
の
以
前
経
済
史
井
上
位
「
之
助
鵠
誠
之
川
市

H
U掃
の
時

代
」
古
照
不
丈
学
問
版
会
。
一
什
〆
つ
二
午
、
一
一
｝
同
立
民
事
附
一

（
日
一
ー
甘
ん

U
記
一
九
一
九
六
日
リ

H
C条〔

戸
川
、
干
ぺ
己
記
一
”
一
ノ
比
六
円
一
一
一
己
の
全

－
打
干
守
口
記
」
九
一
一
年
八
月
一
円
ヨ
日
来
日

一日～

τーん

U
記
一
九
一
ん
ん
円
九

H
の
条

－
川
川
一
市
1
4
じ
山
口
」
↓
六
一
ノ
L

七
月
二
「
己
の
y木、」

ヘ小川
J

汗
以
前
掲
叫
札
口
三
五
一
立
参
照
J

（
台
後
記
二
武
藤
山
一

ν一
主
巣
市
立
巻
、
抗
柑
吐
、

ふ
）
干
刊
己
記
」
一
川
囚

4
月
川
1

己
の
条
ュ

｛
竹
川
市
斤

U
記

一

九

十

UVf
月
二
一
〉
日
心
条
－

3
～

干

サ

辺

司

一

対

四

h

H

己
（
り
条
P

戸一川）

I

h

u
ト

μ一
日
一
一
ガ
日
λ1
月
以
日
日
条
ι

え
よ
凶
’
L
l

川
勺
ぷ
公
明
h
P

と
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戸
川
、
江
斗
古
担
作
三
川
！
パ
｛

m
パパ肖、ナダ刻、
F

－
小
山
川
干
守
口
記
」
九
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